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「──千ち花か、君をなにより大切にすると誓う。ずっと俺のそばにいてくれ」

　あのとき、指輪と共に紡がれた情熱的なプロポーズが、ウエディングドレスに身を包んだ私の耳にもう一度届く。

　上質なリバーレースをふんだんに使用した美しいドレスは、この日のために仕立ててもらったものだ。その下で鼓動を揺らしながら視線をあげると、ずっと焦がれている……その人がいる。

　私よりも二十センチ以上大きな体は格式あるモーニングコートに包み、巧妙な人形のように整ったクールな面差しは、緊張しているのかいつもより更に硬い。

　そして、厳格なビジネスマンらしい艶のある黒髪は、本日も全て後ろへ流され、その美しい顔立ちがあらわになっていた。

　何度見ても素敵で……神聖なチャペルの厳かな空気の中、私はその瞳から目を逸らすことが出来なかった。

　胸が痛いほどドキドキ高鳴る。

　政略結婚という形ではあるが、まさかこんなことになるとは夢にも思わなかった──。




　ちょうど三ヶ月前の二月。はじまりは父の突然のお願いからだった。

『千花、いきなりだが、見合いをしてくれないか？』

　父の経営する宮みや地じ工業は、自動車部品メーカーとして国内トップクラスと言われている。中小企業ながらもその性能は評判よく、世界的に見ても安定した成長が期待されている企業だ。

　だから、こんな話、本当に想像もしていなかった。

　見合い話を持ってきたのは、旧財閥の流れを汲む、うちの業界最大手、喜き多た嶋じまグループ。

　そして、お相手を聞かされた私は、見知ったその名前に鼓動を甘くときめかせながら、息を呑んだ。

　──喜多嶋史し堂どうさん。

　三十二歳という若さながら経営者として素晴らしい手腕と実力を持っている彼は、業界でもとても有名人で、同グループ社のホールディングスの社長という座についている。

　聞くに見合いは、喜多嶋側から宮地工業へ持ちかけてきたもので、ここ近年宮地工業独自で開発した新テクノロジーを喜多嶋側でも導入したいがための、企業利益を目的としたものだと言っていた。

　そう──いわゆる政略結婚だ。

　うちみたいな中堅企業が、そんなコングロマリット企業から話を持ちかけられたら、拒む術はない。むしろ、将来的なことを考えれば泣いて喜ぶべきなのだ。

　そして、なにより、私には……この縁談を断る理由がひとつも見当たらなかった。

　今でも瞼を閉じると鮮明に蘇る。

　経済誌やテレビなどではクールで厳格なビジネスマンとして書かれている彼の、ふわりと照れくさそうにはにかんだ優しい笑顔。

　この二十四年間、過保護な父の元で育ち、男性とは無縁の生活を送ってきた私だけど、実はお見合い以前に、彼とは会ったことがある。

　出会ったあの日、彼は優しく手を差し伸べてくれて、そんな彼を、私は密かに慕っていた。

　これは、私には夢みたいな縁談だったのだ──。

　企業利益のためのこの結婚を、彼が本当のところどう思っているのはわからない。けれど──私はこのチャンスを逃せば後悔するだろう。迷いなんてなかった。




　差し出された手に手を重ねて、その澄んだ眼差しをうっとりと見つめた。

「はい、末永く、よろしくお願いします」

　ブライダル指輪を左手の薬指に嵌めてもらった私は、荘厳なパイプオルガンと大勢の祝福の中、密やかに返事をして優しくて甘いファーストキスを受け入れた。





＊　＊　＊






　そんな結婚式のことを、青白い光に包まれた幻想的な水上コテージのテラスで思い出していると、背後から声が近づいてきた。

「……どうした？　疲れたか？」

　ふわりと香る自分と同じシャンプーの香り。振り向くと、そこにはバスローブ姿の史堂さんが、頭ふたつ分ほど高い位置からこちらを見下ろしていた。

　数時間前まで固められていた黒髪がサラリと高い鼻筋の上で揺れ、上気した肌や雫の残る首筋がとてつもなく色っぽい。

　ドキドキして視線が泳ぎそうだ。

「いえ、大丈夫です……景色がとても綺麗だと思って──」

「もう雨季が近いからどうなるかと思ったが、明日からの天気も大丈夫そうだな」

　気遣うような言葉にぎこちなく頷いて、また視線を美しい異国の海へと戻した。

　史堂さんのスケジュールの関係で、少しだけ慌ただしくなってしまったけれど、都内のホテルで挙式とパーティーを終えて、そのままの足でモルディブへ四泊六日のハネムーンにやってきた。

　プロポーズを快諾し、定期的に食事やデートを重ねお互いのことを知ってきた私たち。だが、理解は深め合っても、体の関係は未だにゼロだった。

　さらに言えば、二週間前からは、史堂さんの住んでいる都内のマンションで同居を始めている。けれども、そこでも誠実な彼は「式までは」と寝室を別にしていて、まだハグすら交わしたことはなかった。

　エスコートで背中に触れられるようになったのもつい最近で。キスだって、結婚式での誓いのキスが初めて。

　大切にしてもらえるのは嬉しいけれども、きっと、ここまでスキンシップがないのは、私たちが政略結婚だから史堂さんの中で一線を引いているのだと思う。

　どんなに甘いプロポーズがあっても、彼にとって、この結婚はやっぱり、割り切ったものでしかないのだろう。もしかしたら、この後のことも、ドキドキしているのは私だけで、彼は私に触れるつもりもないのかもしれない。

「……そんなに縮こまらなくて大丈夫だ」

　史堂さんの大きな手のひらが不安を察したように、私の背中にそっと触れた。

　顔を上げると、幻想的な海をバックに優しく瞳を緩める史堂さんの姿。

「この後のこと思って、緊張しているんだろう？　もちろん俺は夫婦になったからには、触れたいと思っているが……千花の嫌がることは絶対にしない。大事なのは千花の気持ちだ」

「史堂さん……」

　触れたいと思ってくれているの……？

　思ってもみない言葉に、胸がドキドキと太鼓を打ち始めた。

「だから、大丈夫だ。無理だと思ったら拒んでいい」

　手のひらが頭に回って、背中まである長い髪をゆっくり撫でられる。

　どこまでも優しく、そして初めて耳にした史堂さんの私を求める言葉に、胸の奥がキュンキュンと震える。

　──嫌なわけがない……初めてのことに緊張はするけれども、早く触れてほしいと願うくらいに、史堂さんが好きだ。

　史堂さんと面識を持つまでずっと抱いていた彼への印象は、『怖そう』というのが本音だった。

　何度か経済誌で見かけた彼の写真や記事のどれもが、鋭い眼光と仏頂面で、きっぱりとした持論展開を武器にインタビュアーと対峙している姿が妙に印象的だったからだろう。

　整いすぎた無表情の面立ちが、必要以上に威圧的に見えたのかもしれない。

　今思えば、なんでそんなことを思っていたのだろう……と思うくらいに、誠実で優しい男性だというのに。

「ううん……大丈夫。部屋に、行きましょう？」

　にこりと笑ってそう誘うと、史堂さんはその一言で全て察してくれたみたいに、一度目を見開いたあと、私の手を取って微笑んで、それから夜の海に背を向けた。




「おいで、千花──」

　心なしかふたりの手が熱い。導かれて茅葺屋根の水上ヴィラ内を移動すると、真ん中でキングサイズのベッドが存在感を放つモダンなベッドルームに到着する。薄いレースのカーテンの奥には夜の海が鎮座し、室内には淡い間接照明が揺れる。息を呑むほどロマンティックだ。

「少し、震えているのか？」

　ベッドに並んで座ったころには、せっかくお風呂で磨き上げた肌にほんのり汗が滲んでいたように思う。膝の上の手をそっと包んで気遣う史堂さんに、勘違いされたくなくて慌てて頭を振った。

「こういうこと初めてだから、その……緊張しているだけで……史堂さんのことは好きだから……嫌とかでは、ないんです……」

「千花……」

　あ……混乱に乗じて言ってしまった。

　史堂さんもしっかり耳にしていたみたいで、目をパチクリしている。

　政略結婚ということもあり、なんとなく言い出すタイミングがなくて、心に秘めていた本当の気持ち。

　内心動揺し息を詰まらせていると、包まれていた手を引かれ、バスローブを纏った逞しい胸元に招き入れられる。

「嬉しいよ、俺も君のことが好きだった……。ずっと、俺の一方通行かと思っていた」

　──え……？

　聞き間違いかと思ってゆっくり胸から顔を上げる。

「史堂さん……」

　信じられないと思いながら、長い睫毛に縁どられた切れ長の瞳を見つめる。

　でも、真っすぐ情熱的な瞳からは、嘘じゃないとそれだけで強く伝わってきた。

「愛しているよ、千花。……きっかけは政略結婚でも、共に過ごすうちに君に惹かれていた。今夜はこのまま、君を抱いてもいいか？」

　──あぁ、夢みたいだ……。

　感極まって、声がなかなか出てこなかった。

　うっとり頷くと、史堂さんは優しい笑みを浮かべながらそっと頬を傾け、顔を近づけてきた。

　瞼を閉じると同時に、ふわりと唇に柔らかい温もりが触れる。そのまま幾度も啄まれると、強張っていた体が水を得たスポンジのように柔らかくなっていくのを感じた。

「ん……ふぅっ……」

　誓いのキスとは違う、初めて意思をもって交わすキス。あれだけドキドキしていたはずなのに、思わぬ愛の告白と共に訪れた優しい温もりはすぐに、私を幸福感のような甘い気持ちで満たしてくれた。

　やがて、緩めた唇の隙間から、滑らかな舌が割り込んできた。

「ふぁ……っ」

　初めての感触に、思わず彼のバスローブにぎゅっと縋りつく。すると、そのまま視界が反転し、開放的な茅葺屋根の天井と濡れた瞳を揺らした史堂さんが映り込んできた。

　ねっとり歯列をなぞられ、奥に引っ込んでいた舌を絡めとられる。ジュルっと音を立てて舌を吸われると、じわりと体の奥が潤む感覚を覚えた。

「ぁんっ……ふぅ……っ」

　息苦しい……。でも、嫌じゃない。滑らかな舌の感触がとても気持ちよくて、頭がふわふわしてきちゃう……。

　しだいに、夢中になって彼の舌の動きを追っていると、

「……嫌だったら言ってくれ」

　ずっと私の頬や髪を撫でていた手が降りてきて、するり……とバスローブを紐解いた。

「あっ……」

　前がしっかりと開かれ、純白の下着を纏った素肌があらわになってしまう。

　この日のために揃えた、透け感のあるフェミニンなレース仕様の下着。

　大きめの胸は小柄な身長と線の細い体に不似合いだと言われるから、気にしているのに。

「綺麗だ……」

　史堂さんが熱を帯びた眼差しでじっと見下ろしていた。

　は、恥ずかしすぎる……。

　だけど、隠そうにもいつの間にか手首がシーツに縫い付けられて動けそうにない。

「……恥ずかしいから、あまり、見ないで……」

「それは、無理な相談だ……こんなにも綺麗なのに──」

「あ……」

　見られるだけでも恥ずかしいというのに、耳に口づけられ、右胸に史堂さんの大きな手がブラジャーの上から触れる。ピクリと反応した私を愛おしそうに見つめながら、史堂さんは大きな手を食い込ませてやわやわ揉みしだいた。

「あ……っ、ふぅ」

　心臓が止まりそうなほどドキドキして仕方ないのに、それ以上に溢れてくるこの気持ちは、なんだろう。もどかしいような切ないような……。

「勃ってきた」

　無意識に動きに合わせて身体をのけ反らせていると。史堂さんがポツリと呟いて、ブラジャーの上からスリスリと右胸の真ん中の突起を擦った。

「んぁっ……！」

　突如、敏感な場所を刺激されてしまい、ビクンと体がのけぞる。色気のない声まで出てしまった。だけど、史堂さんは構わずブラジャーをずり下げ、すでに芯を持っていた両先端を、くにくにと指の腹で優しく摘んで捏ね回してしまう。

「……はっ！　ぁ……それっ、だめぇ……ぁっ」

　声が上ずってしまう。なに……この感覚。くすぐったいのに、びりびり痺れてそこから甘く溶けていくみたい……。こんなの感じたことなくて、どうしたらいいのかわからない。

「本当にダメなようには聞こえないな……可愛くて、もっと溶かしたくなる」

　だけど、史堂さんはさらに気をよくしたように、器用にブラジャーのフックを外してしまうと、バスローブごとひとまとめにして私の体から抜き取ってしまった。そして、うっとり食い入るように裸体を見つめ、こぼれた左右の胸を鷲掴み、まずは右胸の先端をペロリと舐め上げた。

「あんっ！」

　そのまま固くなった先端を舌先で転がされ、口腔内に含まれる。尖らせた舌で押しつぶされ甘噛みされ、そのたびに腰のあたりに熱いものが溜まっていくような気がした。

　右胸が終わると、平等と言わんばかりに左胸も同じように。当たり前みたいに念入りな愛撫が続けられる。それでもって、空いた方の胸はやっぱり空いた手で揉みしだくように愛撫されてしまい、なかなか五感に休む暇が与えてもらえない。

「ん、あ、あぁっ……っ」

　感じていた刺激が、だんだん甘い疼きばかり拾い始め、触れられてもいない足の間がキュウキュウ締め付けられるようなもどかしい感覚に変わってきた。

　自然と膝をすり合わせたくなるズクズクとした熱が、足の間に留まり始める。

　体をくねらせ、必死に疼く快感から耐えようとする私を、史堂さんは満足げに見つめていた。

「下も脱がすぞ」

　そんな問いかけに、息を上げながらコクコク頷く。恥ずかしくて口にはできないけれど、一刻も早くソコに集まる熱いものをどうにかしてほしかった。

　史堂さんは手を伸ばし、するりと濡れたショーツを剥ぎ取ってしまうと、その剥き出しになった太ももを割るようにして、自分の身体を間に滑り込ませる。

　そして、すでに熱を持っているであろう、恥ずかしいソコに、そっと指を這わせてきた。

　くちゃ……。

　恥ずかしい音……。

「濡れてる……」

　ホッとしたように呟くと、その骨ばったごつごつした指で、まだ誰にも触れられたことのない、私の恥ずかしいその入り口を上下に擦り始めた。

　くちゅくちゅと蜜をまといながら、入り口を解すように指が往復する。極めてソフトなタッチなのに、感じたことのない気持ちよさに腰がぶるぶる震えた。

「っはぁ……し、どうさ、ん」

　もどかしいような。切ないような。意図せず体がのけぞる甘い快楽。腰が動いてしまいそうになる。

　思わず手を伸ばすと、史堂さんは微笑んで指を絡め取り甲に口付けてくれた。

「まだ、挿れたら痛いだろうから、千花が痛みを感じないように、もう少し解かすぞ」

　とか、す……？　よくわからないけれど、痛みが少ないならその方がいいと思って、彼のくれる可愛らしいキスを受け止めながらこっくり頷く。

　そうすると、下肢で入り口をこちょこちょ動かしていた手が、その動きを続けながら、その上部にある小さくて敏感な粒を潰すように押し込んだ。

「ひぅ……っ！」

　ビクン！　と飛び上がり、息が止まる。

　さっきまでとは違う、まるで強い電流を浴びせられたような、痛いぐらいの快楽が頭を突き抜けた。

「大丈夫だ。このまま身を委ねて。……すぐに気持ちよくなる──」

　史堂さんは腕に縋りついてきた私にそう穏やかに言い聞かせると、そのまま指で敏感な粒をぐりぐり捏ねまわしながら、上に覆い被さってきて跳ね上がる体を押さえつけてしまう。そして、空いた手で揺れる胸を鷲掴み、ここでも先端を口に含み舐め転がすように可愛がり始めた。もちろん、下肢への刺激も継続中だ。

　もう、なにがなんだかわからなくなる。明らかに情報処理が追い付かない。

　こんなにされたら……っ──。

　濁流のような快楽に髪を振り乱し喘いでいると、やがて、とどめと言わんばかりに捏ねくり回されていた下肢の粒を二本の指でつままれて──。

「だめ、それっ……やあぁぁぁっ──！」

　キュッ……と指先に力の籠もった瞬間、視界がバチバチして胎内が痙攣するような感覚が押し寄せた。腰がバウンドし、お腹の奥が脈打つ。

　今までとは比べ物にならないくらいの快感に、これが、友人との会話で耳にしたことのある『達するイク』ってことなのだと、すぐにわかった。

「はぁ……はぁ……」

「可愛い、千花」

　意識朦朧とさせていると、史堂さんが私の乱れた髪を直しながら頬や額にキスをくれた。

　まだバスローブすら脱いでいない史堂さんは案外冷静なのかと思ったけれど、その双眸には明らかな熱情が浮かんでいて、興奮しているのが自分だけではないことに、私はホッと安心した。

「次はナカ広げるから、痛かったら言ってくれ」

　ナカ……。

　ドキリとしながら頷くと、そう宣告した史堂さんの長い指が、再び甘い痺れの残る蜜口にそっと触れた。そして、周囲の蜜を掬ってそれを潤滑剤代わりにすると、ゆっくりとナカへ分けいってきた。

「あっ……」

　そこに、なにかを受け入れるのは、初めてだ……。

　まだヒクヒクしているそこには強い刺激で、思わず足を閉じようとしたけれど、史堂さんがいてそれができない。

「痛いか？」

「んっ……あっ、痛くはないけど、また、変な気分に……」

　反応を窺いながらゆっくり奥まで到達し、馴染ませるような動きをする。

　少しだけ苦しいけれど、動かれると「ぁ、あ」と甘い声が漏れてしまう。

「よかった、狭いがうまそうに俺の指を食い締めているな」

　私の言葉や反応に安心したのか、ナカの指の動きが大きくなり、くちゃくちゃと恥ずかしい音がし始める。

　押し広げるように奥をグルリとうねって、内壁を丁寧に探りながら入り口の方へ降りてくる。

　二本目の指が挿入されたころには、さっきの快楽がぶり返したみたいに甘い疼きが体を支配していた。

「あぁっ……ん、あっ」

　もう、甘い声が止まらない。

「顔もすごく溶けてきたな……もう一度イッておこうか──」

　その言葉をぼんやり耳にした途端、史堂さんの二本指が抽送を始める。

　密度の高い音と共に、お腹の奥からなにかがせり上がってくる感覚。

　スピードが速められると、それが波となって一度覚えたばかりの荒波が舞い戻ってきたのはすぐのことだった。

「ぁっ、あぁっ……ちょっと、まってっ」

　どうしよう。さっきみたいなのが、また迫ってきた……っ。

「我慢しないで、気持ちよくなっていい」

　速くなった律動の中、同時にくりくりと下肢の粒を押しつぶされて。

「んぅ、あぁっ……いやっ、ま、まって、きちゃっ──んあぁぁっ！」

　再び胎内が痙攣し、背中が大きく仰け反って、史堂さんの見ている前で嬌声を上げながらイッてしまった。

　はぁ、はぁ、と大きく胸を上下させながら目を開けると、史堂さんがようやくバスローブを脱ぎ落としているところだった。

　余計な肉なんてひとつもない、彫刻家が彫ったオブジェみたいに引き締まった裸体……。

　うっとり見つめていたその一瞬、その下の、ボクサーパンツからぶるんっと出てきた陰茎に、目を剥いてしまった。

　彼の手に握られる天を向くソレは、想像よりも大きく長くて獰猛で……。

　──あ、あんなに、大きいの……？

「千花が慣れるまでは、避妊するよ」

「え……？」

　その声で、史堂さんの一連の行動に見入ってしまっていたことに気づいて、あっ……と赤面する私。

　……やだ、見すぎだ。

　そんな私にフッと微笑んだ史堂さんは、気にしない素振りで装着した避妊具の箱をベッドの横に戻す。そして私の腰をぐっと引き寄せながら、たった今〝避妊〟と言った理由について聞かせてくれた。

「早く君との子供が欲しい気持ちはあるが、まだ出会ったばかりで、今日が初めてだろう？　あまり負担を掛けたくない──」

　その誠実な気持ちに胸を震わせながら頷くと、史堂さんはホッとしたように微笑む。それから少しだけ余裕なさそうな仕草で、彼は脚の間のソコに、ぐちゅりと灼熱をあてがう。

「なら、挿れるよ」

「はい……」

　そして、その言葉を合図にして、蜜口に押し当てられていた灼熱が、ぐ……ぐぐっと押し入ってくる。

　っ……と息を詰める。

　自分でも触れたことないそこが、こじ開けられていく感触。まるで、じりじりと秘部が火で炙られているみたいだ。

「つぅっ……」

　想像以上の痛みに思わず声が漏れると、ひどく心配そうな顔をした史堂さんが顔を近づけてきた。

「千花、力抜いて……大丈夫、後少しだ──」

　励ますようにキスをしながら、胸の先端を指先でころころとなぶる。

　キスは優しく触れるだけの口づけから、徐々に口腔内を貪る、激しいものへと。

　ふわっと意識がそちらへ流れた瞬間、ずりゅ、ずりゅん……と、史堂さんが奥の奥まで腰を押し進めてきた。

　……っぅ！

　まるでお腹を抉られたような衝撃。接合部がビリビリ熱くて、瞼の奥が燃えるように熱い。

「はっ……ちか、大丈夫か？」

　声が出なかった。いつの間にこぼれていたのだろう。私よりも苦しそうな顔で、史堂さんが溢れた涙を拭ってくれる。私は、その背中を抱きしめながら、コクコクと頷いた。

　痛い。痛いけど、でも、それだけではない。

　それと同じくらい、やっと好きな人とひとつになれたという素敵で誇らしい気持ちでいっぱいだった。

　きっかけは政略結婚だけれど……史堂さんも私を好きだと言ってくれていて、今、奇跡的に気持ちも身体も重ね合わせることができたのだ。

　嬉しくて、汗に濡れた彼の背中に両手を回して幸福感に浸る。

　そうやって、抱きしめ合って気持ちを確認して、しばらく。

「悪いが、もう動くぞ……君のナカがきゅうきゅう締め付けてきて……そろそろ限界だ」

　史堂さんは荒い吐息を漏らしながらそう言って、私が頷くのを確認すると、ゆっくりと蜜壺ギリギリまで欲棒を引いて、パチュン！　音を立てて突き込んできた。

「あぁっ！　っあ！　んぁっ！」

「はっ、千花……ずっとこうしたかった……。君のナカを俺のもので満たしたかった……」

　余裕のない声と切羽詰まったような動きに、胸の奥から熱い感情が込み上げてくる。

「ぁっ……すきっ……しどう、さんっ」

「っ……俺もだ、理性が、擦り切れる──」

　もう、ここからは言葉にし難いくらい、本能的に求め合った。

　史堂さんは激しく腰を打ち付け、私は痛みと快楽の境目で乱れながら彼の欲望を受け止める。

　静まり返るコテージ内に、ばちゅん、ばちゅん、肌と蜜の触れ合う淫靡な音と、ふたりの甘い声だけが響いていた。

「──っ……出る」

　やがて、低く呻いた史堂さんは、ぶるりと腰を震わせ何度か腰を叩きつけた後ドクドクとナカで精を放つ。だけど、ズルリと引き抜いたと思ったら、傍にあった避妊具の箱から新しいものを装着すると、ずりゅずりゅん！　と再びナカに挿入ってきた。

「あぁん……！」

　頭の芯が、とろけそう……！

「愛してる、千花っ……」

　額に、瞼に、そして唇に、慈しむようなキスをして私のことをギュッと抱きしめてくれる。

　流れるように二度目に入っていることとか、史堂さんの硬度がさっきと変わらないこととか、ちょっぴり突っ込みたいことはあるけども。

　ばちゅ、ばちゅ、腰を打ち付けられては愛されて、意識は否応なしにそちらへ流されていく。

「あっ、ぁん……私も──」

　数ヶ月前まで叶うことはないと思ったその人と、心も身体も通わせて愛し合っている奇跡。私のほうがとてつもなく満たされて……幸福感に包まれる。

「俺を受け入れてくれてありがとう、すごく幸せだ……」

　きっと、彼は私がこの婚約期間で自分に惹かれたと思っているのだろう。彼と同じように。

　でも、それでいい──気持ちに変わりはないから。

「私もっ……しあ、わせっ……」

「はっ、そんなに煽られると……またすぐに絞られそうだよ」

　史堂さんはそう切羽詰ったように吐息を吐くと、上半身を起こし私の膝裏を高く抱え上げ、蜜壺に激しく腰を打ち付け始めた。

　思わず息が詰まる。

「あぁっ、ふぁっ、すごい……おく、にっ……」

　刺激の重さに、目の前が甘く霞む。

「……気持ちいいか？　俺も、絡みついてきてたまらないよ……」

　さっきよりも湿っぽい、ぐちゅん、ぐちゅん、響くいやらしい音。

　腰を激しく打ち付けられるたび気をやりそうな一方で、またあの感覚が迫ってきている。

　今日覚えたばかりの、一番深いところで史堂さんを感じることのできる魅惑的な感覚。

「あっ、やだっ、ぁ、また、きちゃっ……、ぁっ……」

「いいよ、イッて……っ！」

　途端、パンッ！　パンッ！　と最奥を急かされるようにして突き上げられて、情けないぐらい喘ぎ声が漏れる。それに煽られたようにさらに彼が動きを速めた。

「ゃあっ！　あぁん、しどう、さんっ」

「ほらっ、一緒にイこう──」

　史堂さんが余裕のない動きで腰を振りつつ、私の両胸を鷲掴んでグリグリと蕾をつねった。

「んやぁあ！　あぁっ、それ、イッちゃ……ああぁぁ──っ！」

「──っは……くっ……」

　私の体が限界を迎えると同時に、史堂さんが低くうなりながら何度か腰を叩きつけたあと私のナカに精を放った。




　その後もぐったりとベッドに身体を投げ出しては、史堂さんに抱き寄せられ、貫かれ、何度も甘い絶頂の波へ突き落とされながら揺さぶられた。

　まるで、リミッターの切れた優美な獣のような欲望に困惑する一方で。与えられる快楽の甘美さに、どんどん、どんどん、溺れていくのがわかった。

　初心者には超ハイレベルすぎる交わりだったけれども、こうして好きな人と肌を合わせることが、こんなにも幸せな気持ちになれるとは思わなかった。

「ち──ちか……!?」

　そうして意識の狭間で私の名前を慌てたように呼ぶ声が聞こえたのは、夢か現実か……。理解のつかないまま、私の意識は途中でプツン、と途切れてしまったのだった──。




　──後々、私にとって幸せいっぱいだったこの初夜が新婚の私たちを困惑させるきっかけになるなんて、このときの私には思いもよらなかった。







一章








　モルディブのハネムーンから帰ってきて、しばらく。数日前に梅雨入りした都内は、六月初旬となっていた。

　エメラルドの海でシュノーケリングやダイビングなどをして過ごした四日間が、まるで夢のようだ。

　現実に戻った私たちは、都内で甘い新婚生活をスタートさせていた。

　いつものようにキッチンで朝食の支度をしていると、日課のジョギングを終えた史堂さんが後ろから覗き込んできた。

「いい匂いだな……」

　焼き魚の香ばしい香りと混じって、ふんわりとシャンプーの香りが私の鼻をくすぐる。毎朝のことなのにやっぱり史堂さんは今日も一段とキラキラ輝いていて、やっぱり私はドキリとしてしまう。

「おかえりなさい、今朝はこの前、喜多嶋のお義母さまから頂いた焼き鮭にしたんです」

「いつもありがとうな……千花も仕事しているのだから無理はしないでくれ」

「料理は好きでやっていることですので……！」

　ピッタリくっつく背後の気配にドキドキしながら作り置きのおかずを小鉢に分けていると、ちょうど炊飯器の方から仕上がり音が鳴って、史堂さんが向かってくれた。

　結婚するまで、家事なんてろくにしたことがなかったけれど、母の勧めで料理教室に通っておいて、本当によかったと思う。

　史堂さんの家は、彼の勤務地である喜多嶋ホールディングス本社から徒歩十分ほどの場所にある高層マンションの最上階だった。

　初めてやってきたときは、このスイートルームのような間取りと高級インテリアに何度目を回しそうになったことだろう。引っ越しからひと月半経った今でも、このマンションの設備の充実ぶりには驚かされてばかりだ。

　ロビーには常にコンシェルジュさんがいるのは当たり前で、車の配車をしてくれるバレーサービスや家事などを請け負う生活サポートまであるらしい。そして敷地内には、スーパーやラウンジが設置されていて、外に出ずとも大抵の要件はマンション内で済んでしまうのだ。それも、かなりのクオリティーと品質で……。

　一応（中小企業の）社長令嬢として大切に育てられてきた私だけれども、こんな華やかな場所に住んだ経験はなく、未だに慣れないものである。

　史堂さんは、そんな恵まれた環境に身を置きながらも、食事など最低限のことは自分でやってみたい……という私の意見を快く聞き入れてくれて、現在の環境に落ち着いた。

「そういえば千花、今日仕事が早く終わりそうなんだが、食事でもどうだ？」

　その後、ふたりで朝食を配膳し、ダイニングテーブルに向かい合って箸を伸ばしていると、ふと史堂さんが思い出したように訪ねてきた。

　密かに鼓動を高鳴らせる私。

　国内外に数えきれないほど多くの支社や子会社を持つ史堂さんは、私の想像の何百倍も忙しい人で、突然の長期の海外出張へ行くことも珍しくない人だ。だから、本当だったらしっぽを振って飛びつくお誘いなのだけれど、今日は心が華やぐと同時にほんの少しだけザワリと音を立てている。

「史堂さんの予定が大丈夫なら、ぜひとも行きたいです。……明日はお休みですし」

　ちなみに私の仕事は、喜多嶋本社から数分の距離にある、父の経営する宮地工業本社での受付業務だ。父と長い付き合いの人柄のいい社員さんが多く、社長令嬢だからと変に気遣ってくる人もいない働きやすい環境だ。やりがいも感じられていて、続けることを応援してくれた史堂さんには感謝している。

「なら、迎えに行く。近くのレストランを予約しておこう」

「ふふ、楽しみです」

「おっと、そろそろ時間だな」

　私の了承を聞いて嬉しそうな顔した史堂さんは時間を確認した後、半端だったお味噌汁を一気に飲み干す。

　そこからパウダールームで身支度を整えスーツに着替えたあと、私よりも三十分ほど早く出勤するのが、本社出社時の彼のルーティンなのだが、今日の私は席を立った彼を思い切って呼び止めてしまった。

「そ、そういえば、私もひとつ、聞きたいことがあって──」

「……ん？　聞きたい？　どうした？」

　外では絶対見せない目じりを下げた甘い顔。この顔は私しか見られないことを、ここ最近はなんとなくわかってきた。

　──でも、だとしたら、なおさらなぜ……？　と言いたくなるのが現在の私の心境だった。鼓動がどんどん、どんどん加速していく。

「先延ばしにしていた寝室のベッド、そろそろ決めませんか？　明日はふたりともお休みだから、一緒にお店にも見に行けますし」

　真っすぐ私を見つめていた史堂さんの双眸が、「あぁ」とほんの一瞬だけ私から逸れたような気がした。

　──『式までは』と寝室を別にしていた私たち。

『新婚旅行から帰ったあと大きなベッドを買って、ふたり一緒に眠ろう』なんて史堂さんは行きの飛行機でウキウキしながら言ってくれていたのだけれど、帰国してひと月……未だにそれは叶っていない。

　初めは仕事が忙しくて、忘れているのだろうと思っていた。でも一向に史堂さんは思い出す気配がなくて……二週間前、痺れを切らして今と同じように声をかけてみたのだ。

　けれども。

『今週は見に行く時間がなさそうだから、とりあえず』

　史堂さんは業者さんを手配して、私のベッドを同室にする形で丸く収めてしまった。

　それも間に大きなサイドボードを挟むような形で配置されていて、ふたりの距離はとても遠い。

　ほんの少し寂しさと、違和感を覚えたのだった……。

　もちろん、気になることは他にもあるのだけど。

「そうだな、そろそろ買いに行きたいところだな──」

　シャープな顎を撫でながら、肯定的な雰囲気を見せる史堂さん。

　私は、内心ドキドキしながらその横顔を見つめる。

「だが、もう少し時間をもらってもいいか……？」

　それを聞いて、私は、え……？　と目を瞬かせた。

「なにか不都合が……？」

「今は新しい事業のせいで、帰宅が遅い日が多いだろう？　同じベッドで眠ったら千花の睡眠を妨げてしまう」

　確かに、現在史堂さんは新しい製品の開発事業に携わっていて、とても忙しい。今日の早帰りだって数週間ぶりで。毎日ではないが、帰宅が深夜を回ることもとても多い。けれど、すんなり納得できないのには、さっき視線を逸らした彼からなんとなく他に理由を感じたからだ。

「私は別に気にしませんよ？」

「……俺が気になるんだよ、千花に負担はかけたくない。君は俺のなにより大事な妻だからな──」

「んむっ！」

　史堂さんは、どこか有無を言わせぬ口調で反論を阻むと、唇にキスを落としそのままパウダールームへ行ってしまった。

「ベッドの件は今後改めてゆっくり考えていこう──じゃあ準備してくる。食事楽しみにしているよ」

「──え、ちょっ……！」

　……うまく躱されてしまったような気がしてならない。

〝改めて考える〟って……なくなる可能性もあるってことだろうか……？

　ちなみに眠るベッドは違えども、体は普通に重ねている。そこだけ見れば問題ないようにも見えるけれど……史堂さんは一度の行為を終えると、私のことをひたすら甘やかして、うんと愛でて、そのあと必ず自分のベッドへ戻ってしまう。

　史堂さんの気持ちを疑っているわけではないけれど。

　初夜に何度も何度も求めてきた彼が今の形に落ち着いているのは、ベッドの件も含めなにか理由があるのでは……？　と思ってしまう。

　このひと月、あのモルディブでの初夜との妙な温度差のようなものを感じ始めた私は、言いようのない違和感に似たものを抱いていた。

　ハジメテの夜は、あまりの激しさにプツリと意識が途切れてしまい以降の記憶はない。

　目を覚ましたときにはシーツの中で『無理させたな』とひどく心配そうな史堂さんに抱きしめられていただけだ。

『愛しているよ、千花。……きっかけは政略結婚でも、共に過ごすうちに君に惹かれていた』

　モルディブでの夜に、そう言ってもらえたときは、空でも飛んでしまえそうなほどうれしかったけれど……。

　でも、こうして温度差を突きつけられると、現実を思い知らされる。

　言い方は悪いが、史堂さんからすれば、これは所詮企業利益のための政略結婚で、好きになってくれたとはいえ、私と同じ物差しで捉えようとすることじたい間違えているのかもしれない。

　こんなに好きで……もっともっと触れ合いたいと思うのは、出会ったときから惹かれている私だけなのだろう。

　出社する史堂さんを見送ったあと、こぼれそうになるため息を呑み込んだ私は、職場へ向かいながら、史堂さんと出会った日のことを思い出した。
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　私たちの出会いは、本当に偶然だった。

　今となっては随分昔のように感じるお見合いから少し前のこと。その日、私は急遽予定の入ってしまった母の代わりに、喜多嶋グループの新製品お披露目パーティーに父と出席することになったのだ。

「千花……なんだか顔色が優れないんじゃないのか……？」

　パーティーの次第を見届け、挨拶回りも終盤に差し掛かった頃だっただろうか。父にそう聞かれたのは。

　実を言うと、この日は朝からあまり体調が思わしくなく、このときには立っているだけでフラフラして自分の中でも限界を感じていた。

　社内でも流行っていた風邪だろう……という判断はついていたけれど、ここまで悪化するとは思ってもみなかった。

「父さんは大丈夫だから、休んでおいで。なんなら帰っていてもいいよ」

「ありがとう、なら、ちょっとロビーで休んでる」

　少しだけ挨拶は残っているが、そこまで時間はかからないはず。私は父の気遣いに甘え、重たく感じるネイビーのドレスとパンプスを引きずるようにして、会場出口を目指すことにした。

　だけど、そうして会場出口付近を通りかかったときだった。前を通りかかった背の高い黒髪の男性が、はらりとなにかを落としていったのは。

　──あ……！

　ハンカチだろうか。上質なリネン生地に一輪の薔薇が手刺繍でされていて、とても上品で目を引くものだった。

　大切なプレゼントかもしれない……。私は急いで手に取って男性を呼び止めていた。

「すみません、こちら、落とされましたよ」

「え……？」

　そこで、振り向いた男性が……そう。史堂さんだった。

　このとき、一方的に彼へ怖い印象を持っていた私は、視線が絡んだ瞬間、無意識に体が強張るのがわかった。

　後ろへ流された艶のある黒髪、意志の強そうな切れ長の双眸。目鼻立ちのはっきりした端正な顔立ち。一八〇を越える大きな体には一目で一流品とわかる光沢の乗った質のいいスーツ。

　こういった場で失礼のないようにビジネス誌や経済誌を読んでいるため……いや、読んでいなくても、この場で史堂さんのことを知らない人はいないはずだ。父からも、すごいやり手だと話を聞いている。

　喜多嶋グループ会長のご子息で、三十二歳という若さで業界最大手喜多嶋ホールディングスの社長を任されている、有能な後継者。

　三十分ほど前も、壇上から、笑顔とは無縁のお堅い表情と低く威圧的な話し方で、製品紹介から今後の自社ビジョンについてテキパキと語っていた。

　その容姿に色めき立つ女性よりも、どことなく厳格そうな雰囲気に圧倒され、一歩離れたところから彼を見守る人が多い様子だ。

　──まさか、喜多嶋さんのだなんて……お、怒られないよね……？　踏んでないし？　なんだかものすごく見つめられている……？

「あの、これ……」

　不調のせいか、緊張のせいか、どことなく眩暈のようなものを感じながらも、なぜか私の顔を見たまま硬直してしまった史堂さん、もとい喜多嶋さんにもう一度声をかけた。

「あ、……失礼。ありがとう……」

　トリップはすぐに溶けたらしく、彼は妙に慌てた様子で差し出したハンカチを受け取った。そして、ちらりとこちらに視線を寄せて続けた。

「……母が、刺繍が好きで……なくしたら煩く言われるところだった」

　その瞬間、私の心臓が大きく飛び跳ねた。

　取り繕うようにはにかんだ彼の頬はほんのり赤くて、重圧感のある低い声はとても穏やか。

　思っていた印象と全然違う……とても可愛い笑顔だった。

　想像とは正反対の人柄に、一瞬にして心を掴まれるのがわかった。

「……とても素敵なハンカチですね、お返しできてよかったです。では、失礼します──」

　ちょっとだけ名残り惜しいような気もしたけれど、とりあえずこのときの私は、気分が優れなくて会場を出て休みたい気持ちの方が大きかった。

「ちょっと待──……おっと」

　だけど、強がりはそこまで長くは続かなかった。

　史堂さんになぜか後ろ手を引き止められた瞬間、意識が遠のくような気分を覚え、ふらつく。いつの間にか、力強い腕に抱き留められていた。

「──大丈夫か？」

「す、すみません……」

　体調が悪かったはずなのに、このときのことは、とてもよく覚えている。

「やっぱり顔色が悪いな……。部屋を手配するから、少し休んでいけ」

　そう躊躇なく言った史堂さんは、流れるような動きで膝裏に腕を差し込んで、軽々と私を抱き上げたのだった──。

　──お、お姫様抱っこ……!?

　その後、ゲストルームまでエスコートしミネラルウォーターを手配してくれた史堂さんは、秘書の男性から連絡が入って十分ほどで去ってしまったが……私には忘れることの出来ない貴重な時間になった。

「名前は？」

「宮地、千花といいます」

「……千花」

　復唱されたのは、私の名前で、お腹に響くような低く甘い声だった。

「タクシーを手配したが、三十分ほどかかると言っていた。それまで、ここで休んでいるといい。宮地社長には俺から伝えておこう」

　初めて出会ったこのときから、私を見つめる史堂さんの眼差しは柔らかくて……とても優しい人だった。

　その夜は、熱があったはずなのに、ベッドに入っても鼓動が鳴り止まなくて、なかなか寝付くことができなかった。

　ハンカチを恥ずかしそうに受け取る姿が可愛らしくて、童話の騎士のように颯爽と私を救い出してくれた、イメージとはかけ離れていた喜多嶋さん。

　今まで、過保護な父の影響で、男性との接点はほとんどなく、友人たちの恋バナを羨ましくもどこか異次元のもののように聞いていた私だけど。

　──一瞬にして、恋に落ちたのだ。




「……あちら側は、お前の意志を尊重すると、言ってくださっているが……千花、どうしたい？」

　だから、お見合いの話が突然降ってきたときは、本当の本当に奇跡かと思ったのだ。

　意思確認なんて表向きの言葉だろう。本来企業間の力関係を思えば宮地側が断れる立場にないのが暗黙の了解。

　でも、それとはぜんぶぜんぶ別にして。

「──私……謹んで、お受けします」

　私の答えなんて、これ一択しかなかった──。




　だから……史堂さんにとってこの結婚は、たまたまパーティーで出会った女性との政略結婚に過ぎないだろう。

　でも、私には、偶然が積み重なった奇跡のようなこの出来事は、神様からのプレゼントのように思えていた……。





＊　＊　＊






「──お待たせいたしました、すぐに担当の者が参りますので、あちらにかけてお待ちください」

　始業時間を過ぎると、宮地工業本社ビルにはお取次ぎを求めるお客様がいつものようにやってくる。

　大学を出て父からの熱望でここに就職して三年。

　グレーの制服とベレー帽を纏うのも、会社の顔として微笑むことも最近では随分板についてきた。

　打ち合わせや会議が重なる午前中は、頻繁な来訪者の対応と合間に電話や事務作業が入ることから一日のなかで一番忙しい。三年目になってようやく、一緒に受付を担当する先輩の木き戸どさんに迷惑をかけずにこなせるようになってきたと思う。

「宮地さん、お昼行ってきていいわよ、もう昼休みだわ」

　仕事の波が過ぎ去ってホッと息をついていると、電話対応を終えた木戸さんが後ろから声をかけてくれる。ニコリと微笑んだ品のある笑みは、十も上でお子さんがふたりもいるようには思えない。

　ちなみにふたり体制のカウンターは、時間をずらして交互に昼食をとるのが習慣だ。私はお言葉に甘えて立ち上がることにする。

「ありがとうございます、ではお先に」

　この会社の人みんなに言えることだけど、一応社長令嬢である私を特別扱いすることもなく気さくに接してくれる。とても仕事がしやすく、周囲には本当に感謝している。

「──千花、お昼行ける〜？」

　カウンターの奥に引っ込んでせっせと準備していると、庶務課所属の同期で同じ年の華はな子こが、ひょっこり裏口からボブヘアを揺らし様子を窺ってきた。

　高校で意気投合して以来奇跡的に就職先まで一緒の彼女とはなんでも話せる関係で、今日は近くのカフェでランチをとる約束をしている。

　木戸さんにカウンターをお願いして、華子と共に先に昼休みへ向かわせてもらった。




「──で？　千花が、ランチに誘ってくるって珍しいけど、なにがあったのよ？」

　賑やかな新しくできたカフェのテーブル席。運ばれてきたパスタセットを挟んで早々に尋ねてきた。

　朝ロッカーで顔を合わせたほんの数秒の合間に誘ってしまったのは、私のほうだった。自分でもほとんど無意識だったのだけれど……長年の親友でしっかり者の彼女のカンはさすがだ。

「えっと……」

「まあ……あれでしょう？　おっとり千花が友人関係こじらせるわけもないし、喜多嶋さんとなにかあった？」

「──!?」

　長い付き合いというものは、若干怖いところもあるものだ。もう、言わなくても全て筒抜けている気がしてきた。

　サラダを頬張ったあと、ちらり、と視線を上げると。

　彼女の視線は真っ直ぐ私を見ていて、ここに来てどうすべきか迷っていたものはすぐに消えてしまった。

「実は──」

　華子には、もちろんこれまでの史堂さんとの出会いから政略結婚に至るまでのことは全て話してある。

　ここ最近は人目のある社員食堂だったこともあって、新婚生活に触れられても結婚式の話題に逃げていたけれど、今日は騒がしい店内にホッとしながら、ぽつりぽつりと心に引っ掛かっていたものを打ち明けさせてもらう。

「──つまり、モルディブで初えっちしちゃってから、喜多嶋さんの様子がおかしいと？　一緒に寝るためのベッドを買う約束が急にあやふやになるわ、千花は欲求不満だし──で、なにかして気持ちが離れてしまったんじゃないかと……？」

　い、一緒に寝るためのベッド……よ、欲求不満……。まあ、確かに、間違えていないけど、改めて言われると恥ずかしい。

「……うん。それで今朝、ベッドのこと思い切って聞いてみたら、あからさまに避けられたようにも思えて──」

「んー、なにかありそうで、それは気になるわね」

　パクリとデザートのアイスを頬張りながら、綺麗な眉をひそめる華子。

　昔から人目を惹く美人で、恋愛経験が豊富。今もかれこれ二年くらいお付き合いしている人がいる彼女は、自分でも持て余していた私の心の内を、茶化したりせず、あっさり理解してくれた。

「でも、普通に夜はえっちしてるんでしょう？」

「それは……うん」

　頬を熱くしながらも、こっくり頷く。

　眠る時間が重なったときは、しっかりしている。

　いつも念入りな愛撫で腰がとろけそうになるまで愛されて、史堂さんが達するまで体勢を変えながら優しく揺さぶられる。普通で言えば、充分すぎるほど求められているのだろう……。

　ただ私は初夜の史堂さんの残像が残っていて。そんな彼が今の形に落ち着いているのは、ベッドの件も含めなにか理由がありそうで引っかかってしまっているわけだ。

　うまく言えないけれど……。

「私は喜多嶋さんのことは、結婚式や千花の話でしかわからないけど……たぶんこの件は、千花が心配するようなことではないと思うなぁ……」

「え？」

　あっさりした返事。

　てっきり『それ、大丈夫なの？』とか心配した声が返ってくると思っていただけに、思わず目を丸くしてしまった。だけど、なんだか華子は肩をすくめて得意げだ。

「だって、結婚式のときの喜多嶋さん、千花と話すときだけすごく優しい顔してたもん」

　私と、だけ……？

「初めて見たときは、カッコいいけど怖そうな人だから千花が心配になったんだけど……そのデレデレってした顔を見てすっごく安心しちゃったのよね」

　で、でれでれ……。

　史堂さんは確かに怖いイメージを抱かれやすい上に、普段から周囲へ愛想がいいわけではない。私と出会ったとき優しい表情を見せてくれたのは、大切なハンカチ拾ってくれた恩人という立ち位置があったからだろう。

　もちろん、そこでの接点があったからこそ、奇跡的にこの関係に収まれたのだとも思っているし、告白をされてからは史堂さんの眼差しに慈愛のようなものが籠っていることにも気づき始めた。

　華子の言うデレデレはちょっと極端すぎると思うけれど、そう思ってくれるほど史堂さんの気持ちが溢れていたのなら、それは嬉しい。

　では、なにが原因なのか……？

「それに、ほんとに気持ちが離れたら、日頃の態度にだって表れるはずだし、そんなに求めてこないと思うわ。……千花がなにかして離れたというよりも、これは喜多嶋さんがなにか抱えているように感じるけど」

　経験豊富でしっかり者の見解は、私にないものばかりで意表を突かれた気分になる。

　史堂さんが……？

　確かに、気になるのは『夜』の一部分だけで、史堂さんの日ごろの態度や言葉からは、愛情も思いやりも痛いほど伝わってくる。華子の言うように解釈すると、色々としっくりくるというか……朝からずっと胸の中でグルグル渦巻いていた塊が、少し緩むような感覚を覚えた。

　史堂さんがなにかを抱えているとしたら、それはそれで気になるけれど──。

「そっか、そういう考えもあるよね。……なんか、少し落ち着いてきたかも」

　呟くと、華子はふふっと笑いながら食後のコーヒーを口にして得意げな顔をして、

「まずは、今朝言えなかったこと、言ってみたらいいんじゃない？　『一緒に寝たい』って。そこで跳ね除けられたら、私が千花と一緒に喜多嶋さんに抗議するわよ？」

　そして、ちょっぴり怖いことを言いながら、可愛らしく微笑んだ。

　昔から積極的で面倒見のいい華子には、こうして何度も背中を押されてきた。

　華子の言葉がすう……と胸の中に染みていく。

　そうだよね。今度は気持ちをしっかり伝えてみよう。そこで史堂さんの思っていることも、聞いてみればいいんだ。




「今日の来訪は、残る一件ね……じゃあ、私、事務作業片づけてくるから、カウンターお願いね？」

　その後、午後の業務時間は来訪や電話対応に追われながらあっという間に過ぎてゆく。気づけばレセプションカウンター横に添えられたデジタル置き時計は、終業時間三十分前となっていた。

「わかりました、お願いします」

　木戸さんに、事務作業をお願いして、私の方もオフィスの玄関口に意識を配りながら、カウンター内の明日の準備に入る。

　手を動かしているうちに、ふと、今朝史堂さんと交わした食事の約束を思い出す。

　──そういえば、史堂さん、今日、仕事早く終わるのかな……。

　過密なスケジュールで動いている史堂さんとの約束は、突然なくなることも珍しくはない。昼休みに連絡が入っていなかったから、大丈夫だとは思うんだけど……。

　と思い起こしていると、玄関口の自動ドアの開閉音が耳に届いた。

「いらっしゃいませ」

　笑顔でお客様を出迎えたその一瞬、無意識に体が身構えるのがわかった。

「宮地さーん」

　受付カウンターに近づいてくる馴れ馴れしい声を聴いて、背後でＰＣ作業をしていた木戸さんからも「げっ」と受付嬢らしからぬ声がしたのは聞こえないふりをしておく。

「……お待ちしておりました、鈴すず本もとさま」

「営業部長にアポとってあるから確認してくれる？」

「はい、少々お待ちください」

　内線で確認する私を、舐め回すような視線がこびりついて、ゾゾゾッと、背筋に悪寒が走った。

　鈴本さんは、たまにここを訪れる取引先の担当営業さんだ。中肉中背の身体には、常に質のいいブランドスーツ。噂だと、社長子息でもあるんだとか？　一見爽やかな三十代前半の男性なのだが、ちょっとだけ私たち……いや、私にとって厄介な人物でもあったりする。

　というのは──。

「おまたせいたしました。一階、ミーティングスペースへどうぞ」

　内線で確認後、いつものビジネスライクで先へ促すと。

「その前に宮地さん、今日こそさぁ」

　こちらの話など聞かずズズイとカウンターに上半身を寄せ、いつものように近距離かつかるーい感じで声をかけてくる。

「──もう仕事終わりだよね？　俺も部長とちょ～っと話したら直帰なんだけど、今日こそふたりで食事行かない？」

　……またか、と内心戸惑いを浮かべてしまう。

　配属されてすぐのころから、なぜか妙に気に入られてしまい『君が、宮地社長の娘？　可愛いね？』と社へ足を運ぶたびになにかにつけ絡まれているようになった。

　初めは、〝社長の娘〟であることを偶然知って、後ろ盾目的て声をかけてくるのだろうと思っていた。だけど木戸さんの話によると、社内でも極度の女性好きで通っているのだとか。

　とはいえ、ここは会社で、仕事をする場所だ。あまりにもしつこい。だから、担当上司の総務部長に彼の一挙一動を木戸さんと報告しているのだけど、どうにも彼が社長子息という噂は本当のようで『大切な取引先の社長子息だから……』となかなか話が進まない……。

　そんなわけで、こうして冷静な対応でキッパリと跳ね除けながら、たまの来訪と戦っている。

「……何度も申しておりますように、そう言ったお誘いはお受けできません」

　配属当初は木戸さんの案で『交際している方がいるので』と断り、史堂さんと出会ってからはそのまま理由を伝えている。

「少しくらいいじゃん。俺、別に宮地さんなら結婚していても構わないよ」

「私は、そのようなことは──」

「そういうウブそうなところがたまんないんだよね〜」

　だけど、全く持って話が通じないし、聞いていない。要は、彼は遊び相手が欲しいだけなのだ。

　話すほど話しがこじれ、そろそろ頭が痛くなりそうだ……。

　背後から「鈴本さま……」と木戸さんのなだめるような声が近づくのを感じていると、自動ドアの開閉音が耳に入る。

　……え？　また、お客様……？

　なんて気が遠くなっていると、鈴本さんの後方からノソッと熊のように現れたその人を見て、目を剥いた。

「随分とモメているようだが……なにかトラブルでも？」

　──まさかの。

「あぁ？　……──っ!?」

　不満げに振り向いた鈴本さんが、自分よりも大きく威圧感のある、そして自分よりも男として格上なその姿を見て石のように固まった。

　シャープな輪郭に、意志の強そうな切れ長の瞳、一八〇を超えた大きな体には鈴本さんの数倍は値の張る一級品のオーダーメードのスーツであることを私は知っている。

「し、どうさん……」

　いつもは近くのカフェでコーヒーを飲みながら待っているのに……。

　今、目の前に現れた彼は、眉間にマッチ棒が挟めそうなほどの深い皺があって……その背後にどことなく黒く淀んだ空気が見えて……さらにはオールバックヘアと高級スーツが相乗効果して……まるで国際手配されている極悪マフィアのように見えてしまう。

「え、……しどうって……」

　私の呟きを拾った鈴本さんが、蚊の鳴くような声で呟く。

「ああ、申し遅れましたね……。愛する妻が男性に声をかけられているようで、つい、心配になって、ここまで来てしまいました……」

　いつから見ていたのだろう。

　史堂さんはそんな恥ずかしいことを平然と言いのけると、慣れた様子で名刺を取り出し、目を白黒させる鈴本さん恭しくへ手渡す。

「──き、きた、じま……!?」

　私が結婚したと知っているなら、その相手がうちの業界を牛耳る、中小企業なんて片手で捻りつぶしてしまうほどの力を持った、喜多嶋グループの跡取りであることは聞いているはずだ。

「トラブルなら、手を……お貸ししなければ、と思いましてね……」

　青ざめる鈴本さんへそう投下した史堂さんは、まるで別の意味で〝手〟を下してしまいそうな、そんな悪魔のような微笑みを浮かべていて──。

　……勝負の行方は、言わずもがな──。




「……まったく、なんなんだ、あの男は……！」

　会社からレストランへの道中、夕焼けで彩られた遊歩道を歩きながら、史堂さんはもう何度目かもわからない、そんな文句を興奮冷めやらぬといった様子で吐き出した。

「迷惑かけちゃって、すみません……。でも、史堂さんのおかげで、とても助かりました」

　少し早く仕事を終えた史堂さんは、ビルの向かい側のいつものカフェでコーヒーを飲んで待っていたようだ。ちょうどそこからは私のいるカウンターが見えるらしく、居ても立っても居られず、あの場にやってきてくれたと言っていた。

「迷惑じゃない。……だが、千花がいつも〝あんなの〟に絡まれていると思うと心配で仕方ないな……」

　不快そうに私の手を引いて歩く史堂さんに不謹慎にも、きゅん……としながらも。

　たしかに、あの直後の鈴本さんは、ひどいものだった……。

『ああっ、いけない……！　もう打ち合わせの時間が過ぎているじゃないかっ！　では失礼！』

　いきなり、そんな当たり前のことを叫び出すと、名刺をしまう余裕もなく転がるようにして動き出し、おそらくお冠となっているだろう営業部長の待つミーティングルームへ走っていった。

　鈴本さんは、うちの会社に何をしに来ているのだろう……。社長子息という立場を、はき違えているような気がしてならない。

　若干、そんなふうに呆れ返ったりもしたが、妙にスカッとした気持ちになった私と木戸さんは顔を見合わせて……フッと笑ってしまったのだった。

　胸の中は、史堂さんのおかげで温かい気持ちでいっぱいだった。

「今度また、あぁいうことがあったら、報告してもらえるか？」

「報告？」

　史堂さんは繋いでいた手を引き止めるようにして歩測を緩めると、私を真剣な瞳でじっと見下ろしてきた。

　端正な顔にオレンジ色の夕焼けのかかる様子が、とても幻想的で綺麗だ。

「あぁ、夫として千花の不安や愚痴を聞いて、癒してやりたい……。千花は、宮地社長に仕事のことは相談しにくいだろう？　その分も、俺に預けてくれたら嬉しい……まあ、もちろん……嫉妬も入ってはいるが」

　淀みなく落ちてきた史堂さんの優しい独占欲が、じんわりと心の中にしみ込んでくる。

　確かに父には、この件に限らず、仕事のことを相談するのは〝娘〟という立場を利用しているようで、気が引けると思っていた。だから、これまで一度もしたことがなかった。あの会社で仕事をする以上、私もひとりの社員でいたいから。

　史堂さんは、どれだけ私を甘やかせば、気が済むのだろう……。

　気づけば、外なのも忘れてギュッとその腕にしがみ付いていた。

「史堂さんは……優しすぎです」

「……俺が甘いのは、千花限定だけどな」

「へ？」

　小さくて聞き取れないまま、ポカンとした唇を、不意打ちで盗まれた。

「なんでもない。……帰ったらすぐ、さっきのこと忘れるくらいぐちゃぐちゃに可愛がるから、覚悟しておけよ……千花──」

「……っ！」

　艶の交じった密やかな声が耳に触れ、ふるりとお腹の奥が熱を持って疼くのがわかった。




「ぁ……史堂さん、待って……んんっ──」

　自宅のリビングに到着してすぐ、性急に唇を奪われた。

　繋がった唇から舌が忍び込んできたと思ったときには、出勤着のスカートがたくし上げられ、ストッキング越しにお尻をねっとり両手で撫でまわされる。

「んぁ……せめて、ライト……」

「──帰ったらすぐに可愛がるって言っただろう。もう待たない」

「……あぁっ、待たないって……やぁっ、そこは……」

　食べてきた高級フレンチの余韻なんて、もうどこへ行ってしまったのか。せめてベッドでゆっくり愛し合いたいと思っていたのに。今日の史堂さんは、どことなくいつもより性急だ……。

　撫でまわしていた手が足の間に滑り込み、敏感なそこを指の腹でストッキングの上から何度も擦られる。

　史堂さんのゴツゴツした指がぬるっと滑って、そこがすでに潤みを帯びているのを感じて、カッと頬が熱くなった。

　やだ……もうこんなに。

「こんなにグズついて……千花も待てないみたいだな。もしかして、ディナー食べているときもずっとこうだったのか……？　俺にこうされることを期待して、ひとりで濡らして……やらしい」

「あぁ……んッ、そんな、ことっ……言わないで……」

　耳元で意地悪なことを囁きながら、太い指が強弱をつけて上下に動く。下着と蜜口がくちゅくちゅと触れ合う音が耳に届いて、どうしようもなく羞恥に煽られ、目の前の大きな身体に縋り付いた。もう部屋の明かりがどうなんて気にする余裕もなく、足がかくかく震えてしまう。

「もっとよくしてやるから、そのまま掴まっていて」

　史堂さんはそんな期待させるようなことを言いながら私をリビングの壁に寄りかからせ、その両手を自分の肩に掴まらせる。そして、そのまま私のシャツのボタンを外し切ったあと、少し屈んでキャミソールとブラジャーを押し上げ、ふるん！　弾けでた大きめの胸に顔を寄せてきた。

「まずは、こっちから、可愛がらないとな……」

　史堂さんはそんなこと言って、胸の先端をペロリと舌で舐め上げた。

「あぁっ……んんっ」

　ツンとした感覚と共に、ぷっくりとその場所に血液が集まるのがわかる。まるでもっと弄んでくれと乞うように、痛いほど存在を主張してしまう。

　そんな私の体のいやらしい反応に応えるように、史堂さんは何度か舌先で舐め上げたあと、ちゅるりと突起を唇に含んできた。

「ふぁっ……あぁッ……んぅ」

　口の中が熱い。史堂さんも興奮しているんだ。

　くちゅくちゅと音を立てながら、舌先で芯のある蕾をいじめられる。すると、たちまち熱に浮かされた感覚が走って、腰から力が抜けてしまいそうになる。

「まっ、て……」

　立って……いられない。早くも足が震えてきて、しがみつく私の指先が彼の肩に食い込む。

　なのに、体は矛盾して、史堂さんからの愛撫を求めるように、背中を壁に押し付け胸を突き出すように反ってしまう。

「待ってほしいようには見えない……もう疼いてどうしようもないようにしか見えないな……」

　言い切った史堂さんが、胸の先端を吸い続けたまま、空いていた左手でスカートのファスナーを下ろし、ストッキングまでも、押し下げる。

　そしてスカートがパサッと床へ落ちた瞬間、身体の向きをくるんと百八十度変えられた。

　壁に手を突くように促されると、お尻を突き出すような姿勢にさせられて……。

　カーッと全身が熱くなる。

　かろうじて腕に引っかかっているシャツに、下着からこぼれる胸……中途半端に下ろされたストッキングからは濡れたショーツが丸見え……。なんとも、はしたない。

　まだ、ネクタイを緩めただけの史堂さんに見られていると思うと、それだけで熱くなった脚の間から蜜がとろけた。

「あっ……やだ、こんな格好……っ」

「なんで？　可愛い……俺はすごく興奮するよ」

　吐息交じりの声が届くと共に、ショーツがストッキングの上に引きずり降ろされ、そのままズルズルとふたつとも脚から引き抜かれた。そして、隠れていた恥ずかしい場所が部屋の空気にさらされ、あっと息を呑んだその瞬間。

「ひゃっ、はぁんっ……！」

　くちゃり、と蜜口を開かれ、生ぬるいなにかがナカに入ってきた。

　ぬるり、ぬるりと。ナカに差し込まれる柔らかくて熱いもの。

　溢れてきた蜜をジュルジュルと入念に舐めとって、太ももに垂れていた蜜までちゅっと丁寧に口づけられる。

　あ……史堂さんの舌だ。足がガクガクと震えてしまう。

「ふぁ……あっ、しど、うさん……」

　シャワー浴びてないのに……っ。

「千花の香りがどんどん溢れてくる。ここも、触ってほしそうだな……？」

　こちょこちょ……と、突然、蜜口の上でぷっくり腫れていた火種を指でくすぐられて、ひくりと頭をゆする。

「ひゃあっ……！　そこはっ……」

「好きだろう……？　感じやすくて素直な千花の敏感なところ……どっちも一緒に可愛がってやる」

　そうして、舌の感触が離れたと思った一瞬、無骨な指が周辺の蜜を塗りたくってズルズルッとナカに入ってきた。

「あぁっ……！」

　もう一方の指は、変わらず敏感な粒をグリグリ刺激したままで。

　言葉通り、ナカとソトからの愛撫に、一気に脳芯に火花が灯り始める。

「あっ……だめ、すぐに、イッちゃ……！」

「何度でもイけばいい」

　低く淫らな声に囁かれた途端、指使いが激しさを増す。弱い場所を入念に擦り上げ、限界まで膨れた蕾の芯をコリコリ弄ばれる。

　やがて、蕾を刺激されたまま二本の指が抽送を始めると、火花は加速し大きくほとばしる。

「──やっ、んっ……イッちゃぁ……あぁぁっ！」

　──ビク、ビクン！

　ナカが史堂さんの指を挟んだまま痙攣し、力の抜けた体がズルズルっと壁から落ちていく。

「──おっと……」

　頭がふわふわする……。

　指を引き抜いた史堂さんがすかさず抱き留めて、私を抱いたまま近くのダイニングチェアを引いて腰を下ろす。そして、甘い余韻に浸る私を労わるように膝上に乗せて抱きしめながら、何度もキスの雨で甘やかした。

「千花、気持ちよくて仕方ないって顔していて、可愛い」

「んっ………だって、史堂さんが、好きだから」

　もっともっと触れてほしいし……。好きだから、愛してもらいたくなる。

「俺のほうが、君を愛している自信があるよ」

　そうだったら、どんなに嬉しいだろう……。

　膝の上で向かい合って、私の体に引っ掛かっていたシャツやブラを床へ落とす彼を見ながら、そして、鬱陶しそうにシャツを脱ぎ捨てる彼を見ながら……そう思った。

　でも、彼は、私が初めて会った日から惹かれているのを知らない。

「千花……」

　そんなことを考えながら、再び訪れたキスの波に夢中になっていると。いつの間にかくつろげたスラックスから剥き出しになった陰茎が、グリグリッととろけ切った足の間に押し当てられる。

「あ……」

　ぬちょぬちょと、擦れ合う感触に、呼吸が甘く震えた。

「もう体は慣れてきたと思うが……どうする？　まだつけるか？」

　尋ねられて、ふと、先日のことを思い出す。

　そうだ。『私の身体が慣れるまでは』とずっと避妊していた私たち。前回のえっちで、ちょうど避妊具の箱を切らしたところだった。

　史堂さんは、私の身体を気遣って、『念のため購入しておくが、そのときに決めようか』と、言ってくれていた。

　自分の欲よりも、私の意思を尊重してくれる彼の優しさに、胸が甘く締め付けられた。

　──でも一方で、こんなにも理性的になれるのは、彼にとってこれは政略結婚だからなのでは？　と無意識に考えてしまいそうになる自分がいる。ついつい今朝のことが過り、気持ちを推し量ろうとしてしまっているらしい。

「このままで、大丈夫……」

　そう、大丈夫。ふたりの間に子供が出来る。そんな未来が訪れたら、これ以上ないほどすごく素敵なことだと思う。史堂さんの〝私を好き〟という気持ちに、嘘がないのは確かだ。

「よかった、俺も同意見だ」

　呼吸を整えながら頷くと史堂さんは嬉しそうに私の唇にキスを落とし、震える腰がグイっと持ち上げられた。そして、剥き出しの史堂さんの肉棒と、とろけ切った入り口がくちゅり、と触れ合って、擦れ合って……。

「あっ、あぁんっ……!!」

　そのまま、ズルズル……ぐちゅん！　と彼の膝の上に腰が落ちて視界が白く弾けた。

「──はっ……すごいな」

　本当に、すごい……。このひと月で柔らかくなった内壁が、飲み込んだ史堂さんの楔に喜んでまとわりついているのがわかる。隔てていたゴムの壁がないせいか、いつもより熱くて大きく感じる。

「気を抜くとマズイが……動くぞ」

　そう唸った史堂さんは対面したまま一度奥まで腰を突き入れて、それから軽々と抱き上げた私の身体をダイニングチェアに座ったまま、上下に揺さぶるようにして雄芯を突き上げてくる。

「ひゃっ……んぁ……しどう、さん、あぁっ……」

　──気持ちよさから逃げられない……。

　史堂さんに跨る私の脚はずっと床から浮いていて、自由が利かない。

　そこを大きな手が逃がすまいとお尻を鷲掴んでいて、いつもより熱く大きな楔が、ばちゅん！　ばちゅん！　と下から深く打ち込まれる。

「……よさそうな声だな、嬉しいよ」

「あっ、だって……これっ、じゃぁっ……」

　必死で史堂さんの首にしがみついた。

　ふたりの接合部、その一点との繋がりのみで支えられている状態で。彼が腰を突き込むたびに、体の内側が無意識に収縮して、津波のような甘い快楽に抗えない。

「気持ちいいだろう？　千花が動けないから奥にしか届かない……突くたびにドロドロに溢れてきて、我を忘れそうだ──」

　史堂さんはさらに腰の動きを速めながらうっとりと言ったけれど、急加速した快楽に追い立てられてほとんど聞き取れなかった。すでに敏感になっている体は与えられる気持ちよさ全部を吸収しようとして、再び瞼の裏がバチバチと光りだす。

「ああ、やぁっ、またきちゃう……っ！」

　迫りくる予感に耐え切れず、大きく背中を逸らしてしまう。

　思わず突き出すような形になってしまった私の胸を、史堂さんが片手で揉みしだく。

　先端を捏ね回し、舐め回し、吸い上げて、収縮を始めたナカを絶えず深く雄芯で突き上げてきて──。

「ひゃあ！　あぁ！　そんなにされたらぁ……──ああぁぁっ！」

　矢継ぎ早の快楽を受けきれなかった私は、ガグガグと全身を痙攣させ呆気なくイッてしまった。胎内がぎゅうぎゅう戦慄く。

「──ッ、気持ちいいな、千花……その溶けた顔……たまらない」

　だけど、史堂さんはぐっと一瞬歯を食いしばっただけで、容赦なく私の震えるそこに、腰を打ち続ける。止まる様子がない。

　バチュン！　バチュン！

「あっ……ふぁ!?　……あんっ、まって」

　なんで!?　と疑問でいっぱいになる。いつも私がイッたあとは少し休んでから再開してくれるのに……！

「俺ももう出る……っ」

「──ええっ？　う、そっ、あぁっ！　んアッ、あぁっ！」

　史堂さんはさらに追い詰めんとばかり激しく腰を打ち付けてきて、言葉にならない声しか出てこない。

　激しい動きで、接合部で腫れ上がった蕾がぬるぬるふたりの間で擦れ合ってしまう。

「ちょうどいいだろう……今日のあの男の記憶は全てコレに書き換えてしまえ──」

　もう何を言っているのか聞き取れない。

　ナカとソトから刺激が与えられて、視界がどんどん霞み体がとろけてしまいそう。

「あ！　んあぁっ、あぁん……ダメっ、また、イッちゃ……ああぁぁ──！」

「……くっ──！」

　やがて、私が高く啼いて、また全身震わせると史堂さんは、それに抗うように子宮を突き上げ最奥で震えて精を放った。

「千花……」

　くてっ、とその胸に倒れ込むと、いつものように口づけが繰り返され、史堂さんは「愛してるよ……」と、とろけるような愛の言葉を何度もくれた。




　──でも、やっぱりこうなってしまうのは、なぜなのか。




「じゃあ、おやすみ、千花」

「んっ……」

　就寝の準備を整えた寝室。部屋をわずかな間接照明にした史堂さんは、いつものように私のベッドに腰をおろし、長くて甘いお休みのキスをしてくれる。

　結局……今日のえっちのあとも甲斐甲斐しいお世話を受けながら、各々入浴しベッドに入るという安定の流れまで来てしまった。

　──なぜ、史堂さんは、こんなにも甘やかしてくれるのに、自分のベッドに戻ってしまうのだろう。達したのだって彼は一度で、満足できているのだろうか……？

　モルディブでの初夜の、私だけではなく何度もふたりで昇り詰めて、気を失うように眠りについた日のことを思いながら、今日もそんなことを考えてしまう。

『まずは、今朝言えなかったこと、言ってみたらいいんじゃない？　一緒に寝たい、って』

　たちまち気持ちがモヤつこうとしたところで、ふいに、昼間の華子の声が蘇る。

　──そうだよね。

　まずは、思っていることをちゃんと伝えなきゃ。

「あ、あの……」

「ん？」

　唇が離れると共に声を上げると、史堂さんが優しく小首を傾げる。

　私は思い切って、切り出した。

「私……一緒のベッドで眠りたいです……」

「え……？」

　史堂さんの端正な顔に驚きの色が浮かんだ。

　ついに、言ってしまった。目を丸くする史堂さんを見ながら心臓がどきどきする。でも、きちんと伝えなきゃ。

「ずっと、モルディブのときみたいに一緒に眠れたら幸せだなぁ……と思っていたんです。史堂さんに包まれて、とても安心した気持ちでいられたから。本当は、帰国してからベッドを買いに行くの、楽しみにしていたんです」

　薄暗い関節照明の中で、キラリと史堂さんの瞳が揺れたような気がした。

「もちろん、無理にとは言いません……。今朝の話で、史堂さんが気遣ってくれていることもわかりましたし、お仕事が忙しいのも理解しています……それに、他になにか言いにくい理由とかあるかも……しれませんし」

　繋いでいた史堂さんの手がピクリと動いたような気がした。

『千花の睡眠を妨げたくない』という、今朝の史堂さんの理由に嘘はないだろう。でも帰国後の様子を見るに、それが〝全て〟のようには思えなかった。

　私が考えているように、本当に、気持ちの温度差によるだけの可能性は高い。私たちは根本的な結婚の決め手から異なっていて、むしろ、こうして思い合えたのが奇跡ともいえるのだから。

　でも、だからと言って──私はこのまま何もせずに妥協するのは、いやだ。

「ただ、史堂さんの気持ち……教えてもらえませんか？」

　温度差があるなら、それを少しでも縮めたいと思う。史堂さんが好きで、もっと愛し合いたいと思うから。私と同じくらい好きになってもらえるように、彼を理解したい。

「理由が言いにくいなら、言わなくても構いません。……ただ、『抵抗がある』とか『ない』とか……そんな一言でもいい。私は、史堂さんが、本当はどう思っているのかを、知りたいです」

　それに、さっき、史堂さんだって言ってくれた。

『千花を、癒してやりたい──俺に預けてくれたら嬉しい』

　まだ出会ってから半年と満たない私たちは、お互いの知らないことのほうが多いだろう。

　でも、こうやって、気持ちを擦り合わせてお互いを知っていきたい。

「……俺は、自分のことばかり考えていたな」

　そんな弱々しい声が耳に届いた瞬間、史堂さんの腕が背中に巻き付き、ギューっと抱きしめられていた。

「あ……」

　小さすぎてよく聞こえなかったが、顔を上げると、史堂さんはいつもの優しい笑みを浮かべ私を見つめていた。

「千花、話してくれてありがとう。不安にさせて悪かった。俺の気持ちも、君と同じだよ。一緒に眠りたいと思っている」

　あっさりしすぎた返事に、咄嗟に聞いてしまう。

「本当に……？」

　今朝は、ああ言っていたのに。

　だけど、今朝と正反対のその穏やかな口調から、充分に伝わってきた。

　心配するようなことは、何もないと。全て本心で、偽りはないと。

「あぁ、本当だ。でも、君が大事だからこそ、今朝言った理由にも嘘はないし、今だって嬉しい反面、自分の欲求を取っていいのかと考えている……」

「わっ……」

　史堂さんはキッパリ言い切って、私の膝裏に手を差し入れて軽々と抱き上げる。

　──欲求……？

　そのままふわふわと移動し、数メートル先の史堂さんの寝ているダブルベッドの上にそっと降ろされた。

「え？　今から一緒に、寝るんですか……？」

　心が躍る一方、こんなにもあっさり願いが叶うと思わず、またこんなにも早い対応をされるとは思わず、気持ちが追い付いてこない。咄嗟にシーツを掛けようとするその手を止めてしまった。

　いくら史堂さんも同じ気持ちだったとはいえ、無理していないだろうか……？　欲求がどうとか言っていたような？　彼の言葉に嘘がないのはわかったが、まだ史堂さんが言えていないこともありそうで、無理がないかと気にかかる。

「言っただろう？　本当はこうしたいんだって……。俺も千花と同じ思いだ。ただ、なにがあってもクレームは、受け付けないがな？」

　手を繋いでベッドへ招き入れてくれるその顔は、とてもとても幸せそうだった。

　疑問や戸惑いがないかと言われれば、否定できないけれど……史堂さんの真っ直ぐな瞳は、さっきまで感じていた不安を綺麗に洗い流してくれた。

　情事の疲労もあった私は、優しい手の温度を感じているうちに瞼を閉じていた──。







二章








「ふうー……これでよしっと。思ったよりも、大きいなぁ」

　三十分ほどかけて部屋の片づけやベッドメイクを終えて、私は額の汗をぬぐった。

　シックな寝室の雰囲気に合う、新品の木目調のクイーンサイズのベッドからは、ほんのり木の香りがする。

　──まさか、こんなに早く準備が整うとは思わなかった。

　あれからの史堂さんの行動は、今までのことが嘘のように早かった。

　共寝が決まった翌日には、都内のインテリアショップを訪れ、瞬く間に部屋に合った私好みのベッドとフレームが決まった。それから二週間後の本日、配送業者に運び込まれ配置されたのを、休暇を取った私の方で見届けたところだ。

　ちなみに史堂さんが独身時代から使用していた古いベッドは業者さんに引き取ってもらい、私が使用していたゲストルームのシングルベッドはまた元の部屋へ戻してもらった。

　──あっ、終わったことを、史堂さんにメールで報告しておこう。

　真新しいブラウンのカバーを付けたマットレスに腰おろし、あのあとすぐに海外支社へ出張に行った史堂さんにポチポチと設置完了のメッセージを写真付きで送信する。

　昨日の電話でとても楽しみにしていると言っていたから、喜んでくれるといいのだけど。

　あの日から、私たちも引き続き、一緒に眠っている。

　実質、ベッドを共にしたのは史堂さんが出張までの数日間だけれども、とても幸せな時間だった。

　同じ布団に入って、抱き合って……余韻を感じながら手を繋いで眠りにつく──。私がうとうとしたころ、たまに史堂さんが何故かベッド離れることはあったけれど、次に目を覚ましたときには、穏やかな寝顔がとなりにあった。

　一度しか体を重ねないことへの変化はないけれど、手の届くところに史堂さんを感じられるというだけで、以前よりも心がとても満たされた。

　勇気を出して、伝えてみて本当によかった。

『本当はこうしたいんだ──ただ、なにがあってもクレームは、受け付けないがな……？』

　ただ、史堂さんにはなにか、気がかりがありそうだけど……。

　そこが、少しだけ引っ掛かかるところ……。

　──ピンポーン！

　寝そべってあれこれ考えていると、突然インターホンの音が鳴り響く。

　ガバッと体を起こして、時計を確認する。もう午後二時だ。

　新品のベッドにすっかり気を取られていたが、今日はうちに来客の予定があった。

　飛び起きてパタパタとリビングのモニターに駆けつける。

　映っているのは、用事の帰りにここへ立ち寄ることを約束していた、喜多嶋のお義母さまだ。

　急いでセキュリティロックを解除し、部屋まで上がってきてもらった。




「こんにちは、千花ちゃん、お休みなのにごめんねえ」

　姿を現したのは、確認したモニターに映っていた、品のある笑みの黒髪の小柄な女性──もちろんお義母さまだ。

「とんでもない。どうぞおあがりください」

　お義母さまは、初めて喜多嶋家を訪れたときから、私を本当の娘のように可愛がってくれていて、よくこうしてお茶に誘ってくれる。

　雑談はもちろん、趣味の刺繍の話聞かせてくれたり、刺繍作品を見せてくれたり、気さくな人柄もあって今では友達みたいな関係だ。

　有給で時間を持て余す今日は、三日くらい前に連絡を取り合って我が家に寄ってもらう形となっていた。

　早速手土産で頂いたシュークリームとコーヒーをお皿に出して、日当たりのいいリビングのソファーに座ってもらう。

「いつも突然誘ってごめんなさいね。うちは男ばかりで誰も私の話なんて聞いてくれないから、すぐに千花ちゃんが恋しくなっちゃって」

　史堂さんには五つ下の弟さんがご実家にいるものの、おしゃべり好きのお義母さまには物足りないみたいで、いつも嘆いている。

「ふふ、とんでもないです、いつもお誘い頂けてとても嬉しいです」

　隣に腰をおろすと、自然と話に花が咲き、頂いたシュークリームをつまみながら雑談がはじまる。

　喜多嶋グループ総師の奥様であられるお義母さまは、とても社交的なうえに、聡明なかただ。

　話はもちろん佇まいや仕草ひとつにも品があり、同性の私でもたびたび視線を奪われ、惹きつけられる。それとなくしてくれる世間話も、お義父さまの仕事に同行中のエピソードだったり、失敗談だったり、将来企業を背負う史堂さんを支えるだろう私にとって、刺激されるものばかりだ。とても勉強になる。

　だけど、はじまった話がしだいに趣味の刺繍の方へ移ると、少女のような笑みを浮かべ、待ってましたと言わんばかりにはしゃぎ出す。

　実は、お義母さまは、世間話はもちろん、なによりも刺繍の話をするのが好きな人だ。

　話が移るとすぐに、持参したお手製の刺繍入りのバッグからここ最近の制作物が次々出てきて私の前に並ぶ。

　ハンカチだけにとどまらず、バッグやシャツなどへの刺繍もお手の物で、本当に手先が器用……。どの刺繡にもそれぞれのこだわりがあるようで、私は手に取るたびあっと声をあげてしまう。

「今日もね、千花ちゃんに、渡したいものがあるの」

　そんな風にして一通り制作物の説明を終えると、お義母さまは別に持参していた革のバッグから、綺麗な花柄の包装紙に包まれた小さな包みを私へと差し出した。

　会うと決まって、私へのプレゼントも用意してくれている気遣いには、嬉しいながらも恐縮してしまう。

「開けてみて」

　今日はなぜだかワクワクと急かされた。

　──なんだろう？

　お礼を言って開いてみると、出てきたものを見て、目を剥いた。

「薔薇の刺繍のハンカチ……！　これって──」

　忘れもしない。ベージュ色の柔らかなリネン地に、情熱的な赤い糸と新緑色で綴られたワンポイントの美しい薔薇。

　初めて出会ったとき、史堂さんが落としたものだ……！

　お義母さまはホッとしたように表情を緩めた。

「よかった、覚えていて……。この刺繡のハンカチのおかげで千花ちゃん出会えたって、史堂から聞いてね……千花ちゃんにも同じのを贈りたくなったの」

「しどう、さんが……」

　静かに息を呑んでしまった。

　あれ以来身に着けていないし、話題にもでないから、もう忘れてしまっているだろうと思っていたのに……。私が拾ったこと、覚えてくれていたんだ……。

「──実はね、あのハンカチ、去年のあの子の誕生日に刺繍してプレゼントしたものだったのよ」

「……そうだったんですか」

　七月の半ばにある、史堂さんの誕生日。今年ももうひと月後に迫っている。

　あの日の恥ずかしそうな史堂さんを思うと、今でも口元が緩む。

「受け取るとき、すごくしかめっ面して『男がこれを、もつのか？』なんてヒドイこと言っていたのよ？　パーティーならいいじゃないなんてアドバイスしたけど、本気で悩んじゃってねえ──。でも、千花ちゃんの手にかかれば、それも大切な物になっちゃったみたいね」

　大切な物なんて……。慌てて首を横に振る。

「とんでもないです。お渡ししたときの史堂さんは照れていましたけど、とても大事そうにポケットへしまっていましたから」

「そんなことで照れるような繊細な子じゃないわ。照れていたのは相手が千花ちゃんだったからよ。仕事のことしか考えられない頭の硬い人だけど……千花ちゃんを見つけたそのときから、一気になにかが変わったんでしょうね」

　お義母さまは切り分けたシュークリームをおいしそうに口に運びながら茶目っ気たっぷりにそう言ってくれたが、私は嬉しい反面恐縮してしまった。

「見つけただなんて、そんなことは──」

　優しいお義母さまは初めて会ったときから、私を史堂さんが見初めた相手として扱ってくれるけれど……私たちは間違いなく政略結婚だ。史堂さんだってモルディブの初夜の日にはっきりとそう言っていた。だから、惹かれていた私はこの結婚が嬉しかったけれど、史堂さんはとても困ったはずだ。

　だけど、お義母さまは「ふふ、まぁ戸惑って当然よね」となぜだか意味深に頷いたあとに、感慨深そうに口にする。

「でも、私は間違いなく見つけたんだと思うわよ……『結婚などしなくても会社を継げる』なんて豪語していたあの子が、ある日突然『見合いを申し込んできた』なんて驚くこと言い出したんだもの……。私たちだってひっくり返りそうになったわ」

　なんだか、よくわからないことを言い出した。

　えっ……？

「まぁ、知りもしない男性から迫られた千花ちゃんは、もっとビックリするに決まっているわよね」

　なんの話しだろうか……？

　話が噛み合ってない上に、引っかかる点が多すぎて困惑してしまう……。

「あ、あの、お義母さま、その話って……」

「え……？」

　──【ピロロン】

　ポカンと顔を見合わせたそのときだった。テーブルの上のお義母さまのスマートフォンが大きな音楽を鳴らし、会話をかき消す。

「あら、電話だわ、失礼」と断りをいれて、即座に耳へ当てるお義母さま。

　私は半ばソワソワしながら通話が終わるのを待っていたのだけれど──。




「ごめんなさい、来客の予定が早まったらしいの。なにか、聞きたいことありそうだったけど大丈夫……？」

　数分後。自宅エントランスにて。お義母さまは申し訳なさそうに謝罪する。

「あ……いえ！　またの機会にします。お気を付けて、お帰りください」

　本当のこと言うと、内心、未消化の疑問をとてつもなく持て余しているけれども……こうなってしまえば仕方ない。自宅からの呼び出しに駆けつけるお義母さまの背中を笑顔で見送ったのだった。

『見合いを申し込んできた』

　──さっきのは、聞き間違い……？

　確かに見合いの打診をしてきたのは喜多嶋側だったけれど、今の話だと、史堂さん個人的な都合に聞こえてしまうのは、気のせいだろうか……？

　それまで胸にあった気がかりを退けるようにして……まだ耳の中でお義母さまの言った言葉が反芻している。





＊　＊　＊






「──あぁ、いいベッドだな……。このまま寝てしまいそうだ」

　そんな密かな疑問や困惑を交差させた日々を過ごして、さらに一週間。史堂さんが帰国したのは、週末の夜のことだった。

　明日も仕事だという彼には帰宅後すぐに入浴を勧め、おおよそ三週間ぶりの自宅での時間をゆっくり過ごしてもらった。

　就寝準備を整えた現在は、到着して一週間になるベッドの性能を、大きな体を猫みたいに丸めて堪能しているところらしい。可愛くて、思わず口元が綻ぶ。

「海外出張、お疲れさまでした」

「ありがとう、留守中迷惑かけたな。搬入の立ち合いもありがと」

　毎日ジョギングで体を鍛え、不眠でもハードワークをはつらつとこなす史堂さんだけども、さすがに異国での激務は過酷だったようだ。私に微笑む端正な顔には珍しく疲労の色が浮かんでいる。

　──聞いてみたいけれど、やめた方がいいかなぁ……？

　見つめているうちに、葛藤が心で繰り広げられる。

　あれから、もちろんお義母さまの残していった意味深ワードがずっと気になっている私だ。

　ちょっと前まで、ベッドや夜のことで悩んでいたのが嘘のように、そのことばかりが気になっている。

　お義母さまに聞けなかった以上、当人である史堂さんに聞くしかないけれど……週末の明日も打ち合わせや会食の予定のある彼は、帰国直後でも朝から出勤しなければならない。

　──うん、やっぱり話は後日にして、今日は早く休んでもらおう。

「千花……どうした？」

　密かに決意していると、枕に顔を埋めていた史堂さんがいつの間にか私を見ていて、手招きをしていた。

　その仕草はちょっとだけ甘えているみたいで可愛い。四つん這いになって、ベッドの隅から中央の彼に近づく。

「どうしたって聞きながらも、手が呼んでいますよ……？」

「当たり前だ、久しぶりなんだ。触れずにいられるか……。千花の顔を見られない日々は、俺にとって地獄だった」

「あ……」

　手の届く位置に到着すると、そんな大げさなことを言いながら捕獲され、あっという間にお揃いの紺色のパジャマの腕の中に引き込まれてしまう。

　ぎゅうっと抱きしめられると、彼の香りに包まれ心に安堵が広がる。同時に久々の温もりに、お腹の奥がズクズクと反応するのがわかった。

　──やだっ……抱きしめられた、だけなのに……。

「……で？　なに考えていたんだ？」

　一瞬えっちな気分になったのを見抜かれたのかとドキリとしたが、史堂さんの声は気遣っている。今、私が考え事していたのを、しっかり見抜いていたようだ。

　先日のベッドの件もあって、気にかけてくれているのだろう。

　少しだけ迷ったが、やっぱり今日は休んでほしい。つとめて自然に口にした。

「……お義母さまがくださったハンカチ、史堂さんと今度お揃いで持ちたいなと思って」

「そういえば、君ももらったと言っていたな」

　でも、全部が嘘ではない。せっかくお揃いでもらえたプレゼントを一緒に持参できたら、と思うのは本当のことである。

　史堂さんはにこやかに応えてくれた。

「だが、千花と引き合わせてくれた縁起のいいものかもしれないが……ちょっと俺には似合わなすぎないか？」

「そんなことありませんよ。初めて拾ったとき、とても素敵なハンカチだと思いましたから」

「……君はあのときもそう言ってくれたな」

　鼓動が、甘く揺れる。

　史堂さん。そんなことまで覚えてくれているんだ……。

「パーティーのときにでも持参しよう。千花におねだりされて断れる俺ではない……」

　恥ずかしそうにはにかむ史堂さんに、胸の中が愛おしさでいっぱいになる。

　すごく嬉しい……。

「楽しみにしています」

　笑顔で返事をすると、右手で顎を掬われて、唇を塞がれた。

　一度だけ触れるとすぐに離れ、意思確認でもするように熱い視線に絡めとられたあと、またどちらともなく唇を寄せ合う。

　角度を変えながら、深くなるキス。

　それに夢中になっていくと同時に、さっき抱きしめられたときに感じた体の疼きがどんどんひどくなってくるのを感じる。

　──久しぶりだから、反応しちゃ……。

「ここ、勃ってる」

「ひゃっ！」

　唇を触れ合わせながらうっとりしていると、パジャマの上からカリッと下着をつけていない胸の先端を刺激された。思わず、甘い声が口から漏れる。

「さっきからあたってた。キスだけでこんな硬くして……」

「あっ、だめっ……」

　キスを続けながらカリカリと爪先で何度か刺激し続けられたあと、それでは事足りないとでもいうように。プツプツとパジャマのボタンが外された。

「んぅっ……な、なにして……っ？」

　瞬く間にパジャマが頭から引き抜かれ、ズボンまで手早く足から脱がされてしまう。

　無防備な胸に吸い付くように手のひらが合わさり、ふにふにと形変えて揉みしだかれる。

「ぁあ……ん」

「……なにって、久々に千花に触れてエネルギーをチャージするんだよ」

　史堂さんはさも当たり前のようにそんなおかしなことをいうと、胸を持ち上げるように手を添え、先端に唇をよせる。

　ちゅぷちゅぷと口の中で舐め転がしながら、残っていたショーツまで引き剝がしてしまい、誘惑するように私を見た。

　い、今から……？

「っ……でも、史堂さん、疲れてるのに……休まなきゃ……」

　帰宅が遅かったばかりに、もう割と遅い時間だ。シてしまったら、エネルギーなんて嘘で、史堂さんの身体がちっとも休まらない。今日はゆっくり休んだほうがいいに決まっている。……そう思っているはずなのに、ズクズクとお腹の奥から熱を潤ませ、物欲しそうに見つめてしまう私はなんて説得力がないのだろう。

「──千花」

　だけど、史堂さんは、そんな私を慈しむように見つめて唇にキスひとつ落とすと、笑みを浮かべる。

「こんなに長く触れていないのに、眠れるわけないだろう……？　君を抱くことで、俺の疲労は癒えるというのに」

「ぁ……」

　安心させるように囁きながら上半身をおこし、自らのパジャマを脱ぎ落としボクサーパンツ一枚の姿となる。

　相変わらず、無駄な贅肉ひとつついていない、北欧神話にでも出てきそうな美しい肉体。

　割れた腹筋の下では、雄芯がすでにボクサーパンツを濡らし、力強く押し上げていた。

　──史堂さんも……抱きたいと思ってくれているんだ。

　すぐに裸の私の上に覆いかぶさってきて、狂暴化した濡れた雄芯が太腿にずるりと触れる。吐息がうっとりと漏れる。

　……でも、これ以上ことが進めば、いつものように私が乱され、史堂さんに愛してもらうばかりで、疲労させてしまうだろう。

　──っ。

　迷った末、私は史堂さんの肩を強く押し返し、ゆっくり上半身を起こした。

「なら、せめて……今夜は、私にさせてくれませんか……？」

「え……？」

　史堂さんが驚いた様子で目を瞬かせる。

　史堂さんをヘッドのヘッドボードへ寄りかかるように誘導し、私は膝立ちで史堂さんの上に跨る。

「だから……史堂さんは、大人しくしていて下さい……」

　私だって会えなかったぶん、疼いていた。史堂さんが欲しい。だったらせめて、いつも気持ちよくしてくれている史堂さんを、今日は私が……よくしてあげたい。




「千花……大丈夫か？　手、震えているぞ」

　首筋や逞しい胸元にたどたどしく舌を這わせていると、少しだけ息を荒らげた史堂さんがゆったりと髪をなでてくれた。

　お付き合いもセックスも、史堂さんとしか経験がないけれど……知識が全くないわけではない。友人たちとした恋バナや雑誌などから得た知識を総動員させて、丁寧に触れ始めた。

「大丈夫です……緊張しているだけで……」

　そのまま、硬い胸板の真ん中にある突起をぺろりと舐めると「ん」と史堂さんが甘く喉を鳴らす。

　硬さを増した突起をいつも私がしてもらっているみたいに、指で捏ねたり、吸ってみたり、優しく歯を立ててみたりする。

　そのたびに史堂さんは小さく喉を鳴らしながら、乙女のように瞳を潤ませ……ものすごく色っぽい。

　感じてくれている……。

　もっと、気持ちよくなってほしい……。

　口づけをさらに下へ移動させ、割れた腹筋を辿る。舌を這わせながら下へ降り、お臍のあたりまでくると、剥き出しの私の胸にぐりっと硬いモノが当たった。

「ぁ……」

　ビクン、と同時に史堂さんの腰も動いた。

　ボクサーパンツ越しに今にも暴れ出しそうな欲棒が、私の胸に突き刺さり、食い込ませている。

　見ているだけで、トロリ……と、足の間から熱が滲んでいくのを感じた。

「史堂さん、ここも……触って、いい……？」

　胸に触れていたソレをうっとり撫でながら尋ねると、史堂さんはきゅっと眉にシワを寄せて切なそうな顔をした。

「……いいよ。千花に奉仕してもらえるなんて、夢みたいだ……」

　その言葉に安堵しながら、ゆっくりボクサーパンツを引き下ろし、そのまま脱がす。

　すると、ブルンと勢いよく硬く反り立ったソコが、私の顔に当たる勢いで目の前に現れた。

　──やっぱり、お……おおきい。

　何度見ても迫力がある……。割れた腹筋にくっつく、薔薇色に染まった鋼のような熱い陰茎。どんく、どくん、脈を打っている。

　これでいつもナカを掻き回されていると思うと、それだけで吐息がこぼれる。

　そっと手のひらで包んで、ゆっくり上下に擦ってみる。

　ビクン！　と陰茎が硬度を増し、史堂さんが切なそうに眉を寄せた。

「……っ……ぁ」

「いたくない……？」

　不安になって尋ねると、史堂さんが息をこぼしながら首を横に振った。

「いや……きもちいいよ、千花……」

　すごく……愛おしい。

　ふだんクールで怜悧な空気を纏っている彼に、こんな顔させているのは自分なのだと思うと、どうしようもなく興奮して、もっともっと史堂さんから余裕を奪いたくなってしまった。

　上下する手付きが、だんだん早くなる。

　史堂さんの色っぽく息を詰める気配を聞きながら、プクッと先端から溢れた液体を脚の間に顔を近づけなめとり、そそり立った肉棒全体に舌で愛撫を始めた。

「っ……千花……無理、してないか？」

「んむっ……してないです」

　余裕のない声で尋ねられて、一度口を離して微笑む。

　──それどころか、もっとしたくなる。

　そのままアイスを舐めるみたいにねっとり舐め回して、先端の部分をカプッと加えてはまた滲んできた液体をチュウっと吸い取る。

「あ、いぃ……」

　気持ちよさそうな声。

　その声に誘発されるようにして、夢中で口の中いっぱいに熱い竿を咥え込む。

　──もっと史堂さんを感じたいし、感じてほしい……。

　咥えながらどうにか舌で刺激してみたり、口を離して頭の部分に吸いついたり。歯が当たらないように口淫する。

　口の端から唾液がこぼれ、太腿からは蜜がこぼれてきた。

　しだいに先端が喉の奥に行き当たると、史堂さんの腹筋と腰がもどかしそうにムズムズし、私の髪をなでる手に力が入るのがわかった。

「奥、気持ちいいんですか……？」

　ちゅぽん……と口を離して尋ねると、史堂さんはそろそろ限界だと言わんばかり獰猛な眼差しを携え、私の耳元で密やかに囁く。

「……気持ちいいよ。今すぐ、千花に挿れて激しく揺さぶりたいくらいに」

「……っ」

　想像してしまい、返事をするのも忘れ、また蜜口からこぷりっと蜜が溢れた。

　その反応を隠すように、また奥まで咥えこみ、今度はゆっくり頭を上下させてみた。彼が私の中にいるときみたいに。

　これが正しいのかわからないけれど、さらに荒ぶった史堂さんの吐息と眼差しを見れば、ものすごく『いい』ことだけは伝わってきた。

「は……ちかっ……これ以上続けられると……」

　焦ったような声。その愛おしい声を起爆剤にして、ジュブジュブと音を立てながら無我夢中で足の間で奉仕を続ける。

　しだいに、回り込んできた史堂さんの指先が、私の動きを邪魔するように胸の先端を転がし始めた。

「……っん、く、ッ……ん……」

　隙間から声が漏れて、思わず口を離しそうになるものの、どうにか続ける。

　煽られるようにして、口の中の史堂さんもどんどん大きくなっていく。

　私に触れる史堂さんの指先もどんどん落ち着くがなくなってきて……苦しくなって思わず喉の奥を窄めたその瞬間──。

「ぁ……っ、は、──出る……っ」

　史堂さんは焦ったように私の肩を押したけれど、私は無視して史堂さんのモノを奥まで咥え迎え入れた。

「──っ」

　──ビクビク！　と震え、勢いよく喉の奥に噴射された熱いもの。

　私は流れるようにやってきたそれを、んぐっと飲み干した。

　感じたことのない味に、少しだけ喉に違和感がある。

　口を離してすぐに、史堂さんが荒くなった呼吸を整えながら、私を腕の中に抱き、心配したように見つめてきた。

「……飲んだのか……？　……苦しくなかったか……？」

　改めて聞かれると恥ずかしくて、頬が熱くなる。

「……大丈夫です。私が……したかったから」

　胸の中にあるのは高揚感で、史堂さんが私の愛撫で達したことにひどく興奮していた。でも、口にしてみると、さらに恥ずかしくなる。

「君って人は、ほんとに──」

「あ……っ」

　切羽詰まったような声と共に、史堂さんの胸に収まっていた体が、ボフンとベッドに縫い付けられた。

　獰猛な獣のような眼差しに期待に胸を躍らせた一瞬……さきほど自分が言ったセリフを思い出した。

「史堂さん、今日は、私が──ぁ、んっ！」

　足が割り開かれ、史堂さんの長い指が、蜜口をなぞる。

「いっただろう？　……俺は、千花を抱いて癒されるって。こんなに食べごろの千花を好きに抱けない方が拷問だ……」

　ぐちゅぐちゅと恥ずかしい音を立てて入り口をなぞっていた指が、本音を見透かしたようにゆっくりナカに入ってくる。

「あ、あぁ……！」

「まだ触ってもいないのに、俺のモノを舐めながらこんなにして……」

「はぁ……んっ……あん、だってっ……」

　気持ちよさそうな史堂さんを見ていたら、私まで欲しくなってしまった。彼を休ませてあげたい一心だったのに、この状況に体がひどく期待して喜んでしまっているのがわかる。

「本当はこうされたかったんだろう……？」

「ふ……んぅ、うんっ」

　意地悪に窘められたあと、ナカの指がくねくね動いて弱い部分を擦りあげられる。ぬちゃぬちゃと耳に届く音は、彼の言葉通り、はしたないくらいに溶けていることが伝わってきて、もう頷くしかなかった。

「あぁ、もう──可愛すぎだ……抑えられない──」

　ちゅぽ、と指が抜かれ、くるりと体が反転されうつ伏せになる。

　え？　と思っている間に、お尻がぐいっともちあげられてしまって──。

「挿れるよ」

　直後、指で開かれた蜜口に、押し当てられた灼熱が、ズブズブっと背後からそのまま押し入ってきた。

「ふぁっ！　あ、ああぁぁ……！」

　充分にほぐれていたそこは、もちろん痛くない。それどころか、史堂さんの剛直を嬉しそうに飲み込み、突如やってきた快楽に抗えず、呆気なくイッてしまった。

　目の前に星が飛び散り、ビクビク！　と痙攣する体。

　頭が真っ白になって、膝がガクガクする。

「っ……イッたのか？　悪いが、止められない……」

　どちゅん！

「あぁん！」

　呼吸を整える間もなく、史堂さんは私の四つん這いの腰を固定し、甘く痙攣する私の中を容赦なく剛直でゴツゴツと抉り散らしてきた。

「あぁ！　んぁ……やぁっ、まって、おかしく、なっちゃっ……」

「──っ、俺も頭が沸騰しそうだ……今まで抑えていたものが、もう止まらない」

　言葉に疑問に感じながらも、一度達したとは思えない大きな剛直に責め立てられ、視界がチカチカとかすんでしまう。

　今まで彼が一度達して終わりだった行為が、こんなにもいきなり覆るとは思ってもみなかった。

　史堂さんの代わりに私が動かなきゃ、と思っていた考えはあっという間に蹴散らされ、肌と肌がぶつかる激しい水音を聞きながら、絶頂の先にあるその域へ引きずりこまれていく。

「あぁっ、あん、……きもちぃっ……、もっと……っ」

　しだいに角度を変えて私の弱い場所を突き上げられると、いつしか自分から体をゆすっていた。猫のように高く腰を掲げ、史堂さんがくれる快楽をひとつも落とさないように。

「ここは俺しか触れられないところだからな──」

　──ゴチュン！　と一番奥の弱いところを、ひと際強く突かれて「ひゃあん！」と甲高い声が漏れる。

「いっぱい突いてやるっ」

「ぁん！　んっ……すご……っ、ぁああッ！」

　史堂さんが後ろから覆いかぶさってきて、胸を揉みしだきながら、獣の交尾のような態勢でガンガン腰を打ち付けてくる。

　また違った角度からの刺激にナカがきゅうきゅう窄まり、繋ぎ目からプシャプシャと愛液が飛び散っているのが足の間から見える。

　どんどん脳芯が痺れて、意識がかすんできた。

「んあ、しどぅ、さんっ、イッちゃっ……！　アッ、ああぁぁ──っ！」

「──っ……！」

　シーツを握り締めながら下肢がガクガク震えたその瞬間、より大きく狂暴化した史堂さんも、更に私の奥をめがけ突き込んだあと、少し遅れて精を放った。

「し、どうさん……」

　濃厚すぎる交わりに、呼吸が乱れる。体にちっとも力が入らなくてポフンとうつ伏せでシーツの上に崩れ落ちる。

　こんなに激しく求められたのは、モルディブでの初夜以来かもしれない……。

　倒れると同時に、ズルリ……と蜜口から雄芯が抜け落ちてしまった。

　あ……と思って、ふいに顔を上げる。

　──え……？

　見間違いかと思って、ギョッと目を凝らす私。

「悪いが千花……あんなに煽られたら、俺はもう我慢が効かない──」

　たった今欲を吐き捨ててはずの肉棒は、全体に透明な液を纏いながら、変わらず元気いっぱい天井を向いていて……それでもって、汗に濡れた髪を色っぽく掻き上げる史堂さんの目は、まだまだ腹ペコの肉食獣のようにギラギラしていた。

「え……？　あの……」

　今まで無縁だった展開に、状況を理解できないでいる。

「クレームは受け付けないといっただろう？」

　すっかりお義母さまの件で頭の隅っこに追いやられていたけれど。

　それは、ベッドで眠るときの話のはずじゃ……？

　だけど、考える余地もなく、史堂さんは仰向けで脱力していた私の腰を引き寄せては、右足をグイっと肩の上担いだりして──。

「煽ったのは千花だ……今までの分も、たっぷり愛させてもらう──」

「え……？　あん、ちょっ……んああぁぁ……ッ！」

　疑問を口にする間もなく腰を掴まれ、突き立てられた熱い竿がナカに入ってきた。

「……ぁ、あっ……」

　また目の前で星が飛ぶ。ふか、い……。

　はくはくと、快楽に震える唇を史堂さんが嬉しそうに奪っていく。

「出勤までは、まだまだ時間はある……今夜は疲労が癒えそうだな──」

　そんなどこか嬉しそうな声色に再びナカがギュッと窄まったその瞬間、蜜壺ギリギリまで熱竿を引いて、息をする間も与えない抽送がはじまる。

「ふぁっ！　……んぁっ！　しどぅ、さん……っ!?」

　嬉しい一方で、この急展開に頭が追いつかない。

　どうしてなのか野獣に豹変してしまった史堂さんに、ぷっつりと意識を手放すまでしっかりと美味しくいただかれてしまったのだった。







三章








『千花、君をなにより大切にすると誓う。ずっと俺の側にいてくれ』

　あのとき紡いだ言葉に、嘘偽りはひとつもない。

　千花が頷いてくれた瞬間、空に向かって叫びたくなるくらい感極まったのを今でもよく覚えている。




　──だと言うのに……。俺というやつは……性懲りもなく、またやってしまったらしい。

　寝室の真新しいベッドの上で、くしゃりと髪をかき上げ「はぁ……」とうなだれた。

　隣には、整え直したシーツの上、俺に抱き潰されたと言っても過言ではない、意識を飛ばしてしまった千花の姿。

「ずっと気をつけていたんだが……今日ばかりはタガが外れてしまったな──」

　──ごめんな、千花。

　指通りのいい柔らかな長い髪を撫でながら隣に寝そべり、小さくて柔らかな体を腕の中に収める。

　モルディブでの初夜、彼女に無理をさせてあれほど反省したというのに……結局、獣の本性を隠しきれなかった──。

『千花……！』

　あの夜は、本当にゾッとした。やっと念願の彼女に触れられた反動で、途中から彼女を気遣う余裕がなくなっていた俺は、千花が意識を飛ばしたところでようやくハッとしたんだ。

　そして、真っ白なシーツに残るのは、彼女のハジメテの証ともいえる赤い印。

　小さくて華奢な千花に、限界を超過する痛みや疲労を与えたように思えた俺は、言いようのない罪悪感の波に襲われた。

　念願の彼女と結婚できたのはこの上ない幸せだが、そもそもこの結婚は、一目見て千花に惚れた俺が、地位や権力を使って強引に縁談を申し出たのも同然だった。

　──そう、政略結婚などではない。

　それを知らない彼女に、底なしの欲をぶつけることなんて困惑するだけだろうに……。

　──でも、今日の千花は、まんざらでもなかった……？

　……。……憶測はやめろ、よくない。

　何度も欲を吐き出し、現在、落ち着いたポジションに収まる下半身に安堵しながら、彼女を胸に抱き、目を閉じる。

　初めて出会った日から千花に思いを寄せているのは、俺だけなんだ──。

　結婚して、この生活と彼女からの好意を手に入れた。これ以上、求めるのは罰があたるというものだ──。





＊　＊　＊






「すみません……こちら、落とされましたよ」

　出会った瞬間は──今でも鮮明に覚えている。

　アーモンド型の優しい瞳が印象的な綺麗な面立ち。上品で丁寧にまとめられた長く真っ直ぐな栗色の髪。小柄で華奢な体に纏った、シンプルな濃紺色のドレスは落ち着いた雰囲気の彼女によく似合っていると思った。

　視線が絡まったとき、心が、意識が……彼女から逸らせなかった。

　名のある家柄の長子に生まれた俺だが、脳の大半が常に仕事へと向いていて恋愛や結婚には全然興味がなかった。

　言い寄られて交際を試みたことはあれども、俺の態度がそっけなく感じたのだろう……そのどれもが付き合って三ヵ月もしないうちに『私と仕事どっちが大事なの!?』というお決まりのセリフと共に終息していた。恋愛事には心底向いていないと思っていた。

　──なのに、まさか、こんなことがあるなんて。

「あの……？」

　無垢な瞳がキョトンと俺を見つめる。

　なんだこの感覚。愛らしいと思うのはもちろんだが、目の前の彼女に体ごと磁石のように引きつけられる。心が燃えるように熱くて、息苦しい。

　しかし──とにかく返事をしなければ。

「あ……ありがとう……。母が刺繍が好きでね……なくしたら煩く言われるところだった」

　っ──、俺はなに言ってるんだ……。母さんの刺繍の話なんてしてどうする。

　普段なら算段立てた全てをポーカーフェイスで手際よくこなせるというのに。

　自分の経験値の乏しさに頬を赤らめ脳内で頭を抱えた。

　だがそのとき千花は、そんな慌てふためく俺を見て、ふわりと花が綻ぶように笑いかけてくれたんだ。

「とても素敵なハンカチですね、お返しできてよかったです」

　その柔らかで全てを包み込むような笑顔に、俺の全てが根こそぎ掻っ攫われるような不思議な感覚を覚えた──。

　……そうか。俺は、彼女に惚れたのか。どおりで心が落ち着かなくなるわけだ。

　──だったら、逃がすわけにはいかないな……。

　俺の中の気持ちは、このときから、それ一色に塗り替えられた。

　だが結局この後は、不調だった千花をゲストルームへ運ぶ流れとなり、次の約束を取り付けることもできないまま、その場を去ることになってしまった。

　時間にしてみれば、たった三十分程度だっただろうか。

　それでも、不調のさなかずっと俺を気遣わせないよう、心遣いや笑みを忘れなかった千花の内面の美しさも知るには、充分すぎるほどの時間だった。

「名前は？」

「宮地、千花といいます」

　──宮地工業の娘か……。今は体調も優れないようだから、後日改めて社長を通して、食事にでも誘ってみようか……。

　しかし、そう思っていたのだが、会場に戻って千花の父である宮地社長と報告を交わしたとき、状況は一転した。




「──喜多嶋さん、ご迷惑をおかけしました。お忙しいのに、帰りの手配まですみません……」

　報告を受けた宮地社長は、千花に似た人のいい面立ちをくしゃりと歪め、申し訳なさそうに頭を下げた。

　喜多嶋うちの傘下ではないものの、信頼のおける宮地工業との取引は数多く、顔を合わせることは割かしよくある。こうしたイベントで挨拶を交わすのは珍しくなかった。彼は聡明で真面目な経営者だ。

「お気になさらず。それはそうと、宮地社長に娘さんがいるというのは、初耳でしたね」

　会話の流れでそれとなく尋ねてみると、宮地社長は「実は」と困ったように苦笑した。

「今日、家内の方に急用が入ってしまいまして……千花はこういう場に連れてくるのが初めてなんです」

「一人娘でしてねえ」と付け足したその顔はデレっと歪んでいて、娘が心底可愛くて仕方ないのだろうなぁと見て取れる。

「そうでしたか」

　まぁ、それはそうだろう。あんなにも愛らしいのに、それを鼻にかけることもなく、控えめで気遣いが行き届いていた。今日が初めてでなければ、きっと会うことは叶わなかっただろうな。すぐに男が寄り付いたはずだ。

「二十四にもなるので、そろそろこういった場に連れ出して、いろんな出会いの機会を与えなければと思いつつも……どうも私のほうがなかなか切り替えできなくて、いい機会になったかもしれません」

　その軽快な口ぶりに、ん？　と内心引っ掛かる。

　もしや、この言い方──。

「……つまり、そろそろ……お相手を探そうと？」

　背筋がひんやりして、おそるおそる聞いてみると。

「ははっ！　わかりますか？　そうなんですよ……大事に育ててきた娘なのでそう遠くないうちに、信頼のおける相手との見合いでも娘に持ちかけてみようかと──」

　宮地社長は話題が千花のこととなって嬉しくなったのだろう、まだニコニコ話を続けているが、俺は無表情を決め込んだまま、途中から会話の内容が頭に入ってこなくなった。

　言い換えれば、今は彼女に相手はいないらしいが……あの子が、そう遠くないうちに誰か他の男のものになるだと……？

　考え至った瞬間から、ぐるぐる心がかき乱され、冷や汗が止まらない。

　すぐに声を上げていた。

「宮地社長──」

「──ん？　どうしました？　喜多嶋さん」

　宮地社長が話を止めて、俺に笑顔を向ける。

「その見合い、俺ではいけませんか？」

「………………へ？」

　俺の方からこんな話を持ちかければ、企業的な力関係から、向こうが断れない立場だと理解しているはずなのに、このときの俺は考えるよりも先に言葉が口から出ていた。

　他の参加者に話しかけられるまで、宮地社長が石像にでもなったように、しばらく呆気に取られていたのを今でも覚えている。




　しかし、後日──そんな権利の乱用ともいえる俺の提案を、改めて俺の心の内を聞いた宮地社長が快諾してくれたのは、幸運でしかなかっただろう。

「彼女の意志を尊重してほしい」

　だから、千花に対するせめてもの償いのつもりで、そう伝えてもらえるようお願いした。俺の気持ちを千花に伝えるつもりはなかったからだ。

　伝えたところで、断れない立場にある彼女を余計に戸惑わせるだけだし、なにより俺の中の後ろめたさや罪を消せるものでない。千花に非難されるのを恐れていた……ともいえるかもしれない。宮地社長は、それに関しては心配そうだったが、最終的には俺の意思を汲み『企業利益を兼ねた縁談』という形で千花に話してくれた。




「お待たせしてしまい、すみません……」

　だけど──千花はこの縁談を受けてくれた。

　見合いは日本庭園の美しい料亭で、形式ばっておらずふたりきりだった。

　そこへ恥ずかしそうに見合いの席に姿を現した千花があまりにも愛らしくて……それまで胸中にあったモヤモヤが、ぜんぶぜんぶ吹き飛んでいったような気分になった。

　この先、どんな美しく魅力的な女性と出会ったとしても、きっとこんなに身も心も掻っ攫われるような出会いはもう二度とないだろう……。

　俺の判断は、やっぱり間違えていなかった──。

「──これを受け取ってほしい」

　食事を終えてすぐ、彼女を思って選んだ指輪を差し出し心からのプロポーズをした。

　受け取ってもらえたときは、天にも昇る心地だった。

　彼女が了承してくれたのは、おそらく企業的な懸念が大きいのだろうが、ズルい俺はもはやそれでも構わない！　と幸福感でいっぱいだった。

　それからは食事などで距離を縮めながら挙式までの時間を過ごして。迎えたモルディブでの初夜は、妄想だけで達しそうになる欲望を押し堪えながら、大事に大事に千花を抱こうとしたんだ。

　なのに──。

『史堂さんのこと好きだから──』

　はぁ……。その一言で、理性崩壊・欲望全開とは。

　俺は、獣か……？　初めの夜に抱き潰すとは……。

　せめてもの自己反省として、行為を一度に控え一緒のベッドで眠るのを延期した。

　それが、千花から寂しいと打ち明けられたときは、内心平謝りしながらも求めてもらえた嬉しさで同じベッドに潜るようなったが……まぁ、その出張までの数日間は、いつも一度のセックスで足りていなかった下半身へ、最大に心頭滅却が必要な事態となった。

　ベッドが違っていれば一人で収めることもできるが、隣に千花がいればそれはできない。




　──そして、話は戻って。

　再度起こしてしまった不祥事から三日後、俺は今、肩を落として猛烈に反省している。

　純粋で無垢な千花は、俺が念願の君を手に入れてどうしようもなく下半身を拗らせているとは思ってもいないだろう。

「はぁ……これでは愛想尽かされるのも時間の問題かもな──」

「？　社長？　……なにか？」

「あ、いや……こちらの話だ」

　勤務する本社ビルへ帰社中の車内。運転中の専属秘書──坂さか田たに指摘され、我に返った。どうやら、後部座席で車窓を見ながら、俺は無意識に呟いていたらしい。初老の柔和な目元が、ルームミラー越しに俺を気にかけていた。

「海外出張から帰宅してすぐの、地方出張でしたからね、お疲れでしょう……明日以降のスケジュールは調整してあるので、奥様とゆっくりお過ごしください」

　どうやら独り言の原因は、疲労、もとい〝千花不足〟と察してくれたらしい。

「それは助かる……。疲労は問題ないが、家に帰れないのはなによりつらい」

　眠っている千花へ謝罪のキスをし、不眠にもかかわらず体力全快で出社した三日前は、不運にも製造元で大きなトラブルが発生し急遽地方へ飛ぶことになった。その収束を見届けたあと関連企業を視察することとなり、先ほど成田空港に降り立った。本日ようやく彼女の元に帰れる。

　毎晩電話をしているとはいえ、無理をさせたあの日ベッドにひとり残して来たのは、気がかりだった。

「ふふ、社長は奥様とご結婚されてから、変わられましたね」

「……自分でも自覚しているよ」

　坂田は元は父の秘書だった。長い付き合いの彼は、俺の隠そうとしない千花への執着ぶりを聞くと、いつも笑う。……もっともだろう。自分でもたまに、この変化に笑いそうになる。

　千花に出会う前の俺は、常に意識は仕事へ向き、私生活では冷淡だと言われていた。だが、千花と会ってからは、彼女の笑顔を思うだけで、自分でも驚くくらい優しい気持ちになれた。あまり愛想のよくない性格に変わりはないが、両親や坂田は、俺の変わりようによく笑みを浮かべている。

　……千花に会いたい。あれほど抱いたのに、まだ不足している俺は、反省の色が足りないんだろうな。

　ちょうど車は勤務地の喜多嶋ホールディングス本社ビルへ到着し、ロータリーで停車する。

「社長──」

　社用車から降りようとしたとき、坂田が慌てたように声を上げる。

「たった今、秘書室から報告があって、社長室へ来客を通しているそうです」

　来客……？

　坂田のしているイヤホンマイクからは、特定箇所からの音声通信が拾えるようになっている。

「わかった──」

　本人不在のなかでも、社長室へ通される来客は極わずかに限られている。

　ドアマンに促され、颯爽と車を降りる。




「──史堂、やっと戻ってきたわね……」

　しかし、戻った社長室で、すでに応接ソファーでコーヒーを傾けていた来客は……。

「母さん……いきなり、どうしました？」

　……予想外だった。

　定期的に本社に訪れ社内を見回る父が、帰りに俺の元へ寄っていくのはよくあることだ。

　しかし、経営に携わっていない母は、よほどのことがなければここには来ない。

　居合わせた第二秘書にコーヒーを頼み要件を伺いながら、母のいる応接ソファーの向かい側に腰をおろす。

「出張中の父さんから、早いうちに確認してもらいたい書類があるからって聞いて、私が持ってきたのよ。今日近くで用事があったし」

　自慢の刺繍入りバッグから出てきたのは、今進めている事業関係の印鑑の必要な書面で、なるほどと納得する。海外でのスケジュールが長引いている父の代理印が必要のようだ。

「いつもなら秘書に持たせるのに、珍しいこともありますね」

「今回は史堂に聞きたいことがあって、私が引き受けたのよ」

　間を置かずきた返事から、ただならぬトゲトゲしい雰囲気を感じた。

　俺はなんとなく話が良いものではないと察し、読み進めようとした書面をテーブルへ戻し、コーヒーを出した秘書を退室させる。

　すると、扉が閉まると同時に母が顔を寄せて、低く尋ねてきた。

「この前千花ちゃんと会ったときに思ったんだけど、あなた、もしかして……千花ちゃんに、お見合いのことちゃんと言っていないの？」

「──！」

　予感は的中した。突然の、それも仕事とは無関係の、一番痛いところを突かれ、喉の奥がぐっと詰まる。

　鋭い母はさすがだ。それを見てすぐに察したらしい。呆れたようにため息をついた。

「……やっぱり。なんだか、ずっと話が通じてないような気がしていたのよ。この前もハンカチをきっかけにあなたの話になったんだけど……きっと、困惑させるようなことを言ってしまったわ」

　千花を案じるようなセリフに、意識が持っていかれる。

　──ハンカチ……この前、母さんからプレゼントをもらったと言っていた。そのときのことだろう。

「一体、なにを話したんですか……？」

　千花が心配になって詳細を尋ねた途端、母が俺に非難の目を向けてくる。

「その前に……まずはあなたから説明してちょうだいね、史堂」

　……それは、ごもっともだ。

　ここまで来たら話さないわけにはいかない。

　俺は小さく息を吐いたあと、これまでのことを掻い摘んで話した。

　うちの両親には自ら見合いを申し込んだ件は伝えていたが、俺と千花の間で『政略結婚』という異様な事態になっていることはもちろん知らせていなかった。

　さらに言えば母には、前もって言われていた。

『わかっていると思うけど、喜多嶋うちとお見合いなんて企業間の義務的なものだと思われかねないわ。勘違いさせないようにちゃんと言葉にしてあげるのよ？』

　まるで俺たちを見ているかのように意見し、口数の足りない俺を危険視するように。

　まぁ、もとより今更千花へ真相を明かすつもりのなかった俺は、聞き流してしまっていたわけだ。

　いくらおしゃべり好きで千花を娘のように可愛がる母とはいえ、俺たちの結婚話をそこまで深く掘り下げてくるとは思わない。

　……だというのに、まさか、こんなことになるとは。

　思い返せば、俺が海外出張から帰宅した夜、千花はベッドでなにか考え込んでいる様子だった。

　母の話を聞くに、事実を中途半端に聞いて、困惑していたのだろう。優しい彼女は、帰宅したばかりの俺を気遣って言い出せなかったに違いない。

　俺は、自分の思慮の浅さを、強く悔やんだ。

「つまり……千花ちゃんは、これが義務的な結婚だと思っているわけね」

　擦り合わせを終えて、母が小さく呟いた。義務的……。胸がキリキリと傷んだ。

　無言で静かに頷く。

「今までも、気になっていたのよ。うちに来たとき、どこかわきまえてるっていうか……少しだけ寂しそうだったところが見えて」

　母が続けたその言葉に、俺は思わず顔を上げた。

「え……？」

　俺の知る限りでは、千花にそんな様子は見られなかった。

「最近は少し薄れてきたけど、喜多嶋に嫁いだときの私みたいでね」

　父と母は今でこそ仲睦まじいが、元は企業同士の締結を兼ねた完全なる政略結婚だったと聞いたことがある。本人から聞いたわけじゃないからずっと半信半疑だったが、過去に思いを馳せる母の横顔は、どことなく憂いを含んでいる。

　──千花も、母と同じように、そんな寂しい思いをしていたのだろうか……？

　モルディブで気持ちを伝え合ってからは、てっきり俺たちの関係は政略的なカテゴリーから抜け出せていると思い込んでいた。千花も、同じように考えていると思っていたが……先日の千花の様子を思い起こせば、彼女にとってはそうではなかったのかもしれない。

「あなたが何を思って言えないのかはよくわからないけど……千花ちゃんが本当のことを聞いて、どんな顔するのかは想像つくわ」

　母は、そう言い切ると、残りのコーヒーを口にして静かに席を立つ。

「いつも史堂の隣でニコニコあれこれ尽くしている千花ちゃんが、嫌な顔をするとは思えないもの──」

　耳にして、浮かんできたのは、いつも春の陽だまりのような笑顔を浮かべて、俺の名前を呼んでくれる千花だ。

「……んじゃ、帰るわね。話すか話さないかはあなたの勝手だけど、しっかりしないと、千花ちゃんみたいないい子は、横から掻っ攫われちゃうわよ。不器用で堅苦しいビジネスマンよりも、いい男なんていっぱいいるんだから」

　そんな、冗談に聞こえない恐ろしい言葉を残して、母は颯爽と社長室をあとにした。

『……きっかけは政略結婚でも、共に過ごすうちに君に惹かれていた──』

　静まり返った社長室で過ぎったのは、モルディブでの初夜、彼女へ伝えた告白。

　──俺は、大嘘つきだな。

　ポケットからスマートフォンを取り出し、見慣れた彼女の名前をタップした。

　ずっと不安定に揺れ動いていた天秤が、ようやくかたんと一方を示した気がした。







四章








「お疲れさま、千花。お昼行ける～？」

「うん、今行く」

　史堂さんが急な地方出張へ行ってしまってから、三日後の昼休み。

　時間になるといつものように華子が迎えに来て、一緒に社員食堂へ向かう。

「今日、なんだか楽しそうだけど、喜多嶋さんとデートにでも行くの？」

　お揃いでランチセットを注文し、向かい合って席に着きながら華子が尋ねてくる。

「え？　そんなにわかりやすいかな……？　実は今日、史堂さんが出張から帰ってくるんだ」

　じわりと頬が熱くなる。

「ふふっ。なるほどね、ずっとニコニコしているから、いいことあるんだろうなぁ～と思って。うまくいっているなら、よかったわ」

「華子のおかげだよ、ありがとう」

　──なんだか、わかりやすくて恥ずかしいな。

　ランチのオムライスに手を伸ばしながら、話が弾んでいく。

　史堂さんと顔を合わせるのは、朝方まで体を繋げていたあの夜以来だ。

　あの夜は、それまでのことが嘘のように、何度も熱を分け合っては、いつの間にか意識を手放すようにして眠っていた。

　突然の急展開には驚いたけれど、あんなに求められるのはモルディブでの初夜以来で……心も身体もとても満たされた。思い出すだけで、また体が熱くなってしまいそう。

　華子には、さすがにこのことは話していないけれど、無事にベッドを購入したことは、報告してある。自分のことのように喜んで、「よかったね」と安心したように笑ってくれた。

　お義母さまの言っていた〝お見合い〟の件についてはまだわからないままだけど……。

　史堂さんが帰ってきたら、頃合いを見て今度こそ聞いてみよう。

　今の私たちなら、すぐに解決出来るような気がする。

「──で、その大好きな旦那さまへのプレゼント選びは進んでるの？」

　心で振り返っていると、ふと、オムライスを頬張っていた華子が、思い出したようにさらりと話題を変えてきた。

「あぁ、それは──」

　──来月、七月の半ばに、史堂さんの誕生日がある。

　私は密かにふたりでお祝いしたいと考え、準備していた。

　数日前には、秘書の坂田さんに電話でスケジュールを確認している。その話だと、その日は空けることはできないが、抑えるよう取り計らってくれているとのことらしい。

　お義母さまが去年、素敵な薔薇のハンカチをあげていたように、私もそういう心に残る素敵なものを贈って、大好きな史堂さんをお祝いしたいと思っている。

　でも、いざ考えると、大企業の経営者という立場で、人より経済力のある史堂さんは、欲しいもの全て持っていると言えるだろう……。選ぶのが難しく、ここ数日、華子の前で頭を抱えていた。

「いくつか候補はあるんだけどしっくりこなくて……。今度仕事帰りに近くのデパート見ていこうかと思っているの。この辺りは、センスのいいショップが多いし」

　食事を口にしながらそうこぼすと、華子が前のめりになって食いついてきた。

「だったら、喜多嶋さんのビルの近くに出来た新しい百貨店行ったら？　あそこ、セレブに人気の海外ブランドが入っていて、オーダーメードのお店も多いって聞いたよ」

　そういえば……少し前に、話題のそんなお店がオープンしたと、メディアで騒がれていたような。

「……紳士もの揃っているかな？」

「それよりも今の千花と喜多嶋さんにとって、ものすごーく最適で刺激的なショップがあるわよ～」

「え？」

　気になって私も前のめりになる。

「──海外で人気の誘惑ランジェリーの専門店『ミューズ』。誕生日は『私をプレゼント』しちゃえばいいじゃない。千花はせっかくスタイルもいいんだから」

　まさかの名（迷）案に、飲んでいたお茶を吹き出しそうになった。

「お店は知っているけど、さすがにそれは──」

『ミューズ』は、誘惑がコンセプトのランジェリー専門店。名前の通り、夜を盛り上げるための刺激的で華美な下着が主に販売されている。

　確かに、なんでも持っている史堂さんへのプレゼントといった意味では理にかなっているけれど……。だいいち、自分のスタイルがいいと思ったことなんてないし。大胆すぎて引かれる可能性だってある。ハードルが高すぎる……。

「こういうときに積極的に迫らないで、いつ迫るのよ？　初めて過ごす誕生日でしょう？　特別で忘れられない夜になると思うけどなあ～」

　──ゔっ……。

「……それはそうだけど」

　華子にグイグイ詰め寄られて、史堂さんを愛してやまない私の心の天秤がついつい揺れを刻み始めていると、【ブーン】とマナーモード中のスマートフォンがテーブルの上で振動する。

　スクリーンには『史堂さん』という表示。

「あら、いいところに電話じゃない」

　いつも昼間の連絡はメールなのに。史堂さん、なにかあったのかな……？

　華子に断りを入れて、一旦席を離れる。

「──もしもし、史堂さん……？」

『あぁ、千花……、突然電話して悪いな』

　昨夜も聞いた穏やかな声色に胸をときめかせた──。




　──だけど、まさかここへやってくることになるとは思わなかった……。




　終業後。噂のランジェリーショップの『ミューズ』にやってくると、セクシーであられもない下着を纏ったドールたちが私を出迎えてくれた。

　見上げた私は、ゴクリと喉を鳴らした。

『──今夜、早く帰れそうだから、終わったら、久々にふたりで食事でもどうだ？』

　昼休みにあった突然の電話は、食事へのお誘いだった。

　数日ぶりの再会だけでなく、食事つきだなんて嬉しいニュースだ。けれども、海外出張から休む暇のない彼が心配になった私は、家でゆっくり過ごそうと提案しようと考えた。

　──だけど。

『疲れてないから、そこは気遣うなよ？　千花と過ごす時間が俺の疲労を癒すって言っただろう？』

　どことなくいつもより押しの強い史堂さんに、先日も伝えられた恥ずかしい口説き文句で説き伏せられ、あれよあれよという間に言い包められてしまう。そして、『終わったら連絡してくれ』なんて、約束を取り付けられてしまった。

　さらに、背後で待ち構えていた（それも全て聞いていた）華子により『喜多嶋さん終わるまで暇でしょう？　なら、見るだけ見てきなさいよ！』と熱心に促され。

　結局、逃げ場のなくなった私は【本社近くの百貨店でショッピングしています】と史堂さんにメッセージを入れて、ここまでやってきた。

　──そりゃ、私も興味がないわけではない。この前のように史堂さんに無我夢中で求められたいし、もっともっと愛されたい……──来たからには、しっかり偵察したいと思う。

「いらっしゃいませ。お困りの際は、お声かけください」

　勇気を出して踏み込むと、ショップ内はあらゆる年代の人でにぎわっていた。仲良さげなカップルや夫婦から、品のいいマダムまで。

　置いてあるランジェリーも、意外なことに多種多様といった感じだった。

　もちろん面積が狭すぎて刺激的すぎるものや、もはや下着の意味を持たないエロティックなものもあるけれど。普通のランジェリーとさほど変わらないタイプのものや、上品でフェミニンなベビードールのような商品もある。

　まぁ……どこかには必ず『誘惑』というコンセプト通りえっちな部分は含まれているけれど。思ったよりもギラギラしていなくて、私みたいな会社帰りのＯＬでも見て回りやすい雰囲気だった。

　店内を周っていると、ふと聞こえてきた。

「──記念日なので、彼を喜ばせたいと思って」

「でしたら、こちらなんて」

　私と同じような理由でやってきたのだろうか。近くで商品を見ていた女性が、店員さんに相談しているようだ。

　──喜ばせたいかぁ……。私と同じだ……。

　同時に、三日前の夜、体を重ねていたときに、ぼんやり聞こえてきた言葉が脳裏をよぎる。

『──今まで抑えていたものが、もう止まらない』

　そういえば、あのときは行為に没頭していてあまり気に留めなかったけれど、史堂さんは確かにそう言っていた。

　抑えていた理由はわからない。

　でも、もっと私に触れたくなったってことだよね……？

　先日、積極的に触れたとき、史堂さんは喜んでくれていた。

　やっぱり華子の言うように、ミューズのランジェリーを着たら、喜んでくれるかな……。

【ピピッ】

　なんて考えていると、バッグからスマートフォンがメッセージの通知を知らせる。

　史堂さんからのメッセージだった。タップしてみると、仕事が終わって、こっちに向かうとのことだ。一気に心が華やぐ。

　よし、私も本社のほうへ向かおう。早く会いたいな。

　だけど、スマートフォンを手にお店を一歩出たそのときだった。

「あれ～？　宮地さんじゃん？」

　聞き覚えのある声に、背筋が震える。声の方に視線を向けると、そこにいたのは──。

　顔が引きつりそうになった。顔を合わせるのは、先日彼が史堂さんからしっぽ巻いて逃げた以来で、それからうちに来社していなかった。

　細身のストライプスーツに、人気ブランドのビジネスカバン。一見、爽やかな好青年にも見える彼は……どうやら仕事帰りのようだ。

「鈴本、さま……」

「久しぶりだね……へえ、ここで、お買い物？　宮地さん、こういうエロいの着ちゃうんだ～」

　鈴本さんはとてもいやらしい笑みを浮かべながら、私と背後の『ミューズ』を交互に見つめ、行く手を阻むように近づいてきた。

　……タイミングが悪すぎる。こんなところを見られてしまうなんて……。

「最近オープンしたとのことで、主人との待ち合わせまで色んなお店を散策しておりました」

「へえ、主人ねぇ……？」

　舐め回すように見つめられ、背筋に悪寒が走る。だけどどうにか取り繕って笑みを浮かべる。この人に隙を見せてはいけないと、脳内で大きく警報が鳴り響いている。

　早く立ち去らないと、面倒なことになりそうだ。

「では、失礼しま──」

「──待ってよ、そんな逃げなくてもいいじゃん？」

　その場をあとにしようと背中を向けたとき、背後から腕をグイっと掴まれた。

「……！」

　一瞬、声を上げてしまいそうになる。

　いつもはカウンター越しなのもあって、触れられるは初めてだ。全身の血が冷え渡って、心臓の鼓動が速まる。

「ほんとは旦那に相手にしてもらえないから、誘うのにそこのエロいランジェリーショップにいたんじゃないの？　俺が買って、今から一緒に試してあげようか？」

　下品で最低な物言いに嫌悪感がこみ上げる。でも、ここで相手を刺激するのはまずいような気がして冷静になる。相手が『お客様』であるからというよりも、鈴本さんの目がギラギラしていて、いつも以上に危うく感じるから。

「申し訳ありませんが離してください……さっき連絡が入ったのでもう、迎えにきますので」

「またまた～相手にしてくんないと、俺、君の会社で口滑らしちゃうかもよ？　『宮地さんがここで、えっちなランジェリー買ってたんです』って」

「そんなこと──……」

　あまりの非常識さに声を失う。強引さもいつもより増していて、怖くて体が動かなくなる。

「どうせ君たち、会社のための政略結婚だろう？　あんないいところの顔のいい御曹司なんて、宮地さんのほかにも、女の一人やふたりいるって。宮地さん可愛いし、いい体してるんだから、もっと楽しもうよ──」

　無理やり腕を引かれ、体が抗えない。きつい香水の匂いがする腕が私の肩に回ろうとしたその瞬間──。

「──またお前か……」

　地獄の底から這い出てきたような声と共に鈴本さんの体温が離れていく。それから、ワンテンポ遅れて「いでぇっ！」とうめき声のようなものが聞こえてきた。

　──えっ……。

　いつの間にか震えていた体が、ふわりと優しい温もりに包まれる。

「妻が嫌がってるの、わかりませんか？」

　見なくても、誰なのかすぐにわかる……。

　顔を上げると、待っていたその人が凍り付くような鋭い視線を携え、私から引き剥がした鈴本さんの腕を掴んでいるところだった。

「し、どうさん……」

「──な、本当にいたのかよっ」

　鈴本さんは、苦々しい顔で腕を振り払ったあと、私たちから慌てて数歩離れた。

「なんだよっ……ちょっとからかっただけだろう？　本気で掴みやがって……」

「いてーいてー」、なんて大げさに痛がりながら、少し赤くなった手首をさすって見せる。

「喜多嶋の社長さんがこんな力づくみたいなことして、ただで済むと思ってんのかよ！　明日には大変なことになってるんじゃないか？」

　そして、周囲に目配せをしながら、吐き捨てるように口にした。

　異様な雰囲気を察知して、集まってきたギャラリーたち。

　鈴本さんの口元はニヤリとしている。脅したような気持ちにでもなっているのだろう。

　──が、史堂さんの冷静な姿勢は崩さない。

「品位に欠けるような行動をしているのはどっちでしょうね？　大きな声で人を貶め、嫌がる私の妻にしつこくつきまとって……これだけの目撃者のいる中で、果たして不利なのは私でしょうか？」

「……！」

　ピクリと反応した鈴本さんが、改めて周囲へ視線を走らせる。

　そう。好奇の目が集中しているのは、明らかに鈴本さんだ。クスクス笑われたり、小さく指をさされたり。

　誰がどう見ても、史堂さんがしつこいナンパ男から私を救ったような構図は明らかで、その状況に今ごろ気づいた愚かな鈴本さんは、サーっと青ざめていく。

「まぁ、どちらでも構いません。──私はもう、あなたのことを、好きにさせてもらうことに決めたので。あなたの勤務地に所属部署、上司の名前……調べればすぐにわかることですしねぇ……」

　その一言で全て察した鈴本さんの顔に、さらなる動揺が走る。

「──っ……ほ、本気にしてるんじゃねぇよ……！」

　睨み合って数秒後。不敵な笑みを浮かべた史堂さんへそう言葉を吐き捨て、肉食獣に出くわした小動物のように、その場を逃げ去った。

　その後どうしてなのか地方へ転勤になってしまった彼とのやり取りは、この日が最後だった。

　──私は史堂さんの腕の中で、ホッと安堵のため息をついたのだった。







五章








「ほんとに……無事でよかった」

　タクシーの後部座席に乗り込むと、史堂さんは何度目かもわからないそのセリフをまた口にして、隣に座った私の肩を抱き寄せた。

　あれから騒ぎの根源が立ち去ると、すぐに周囲の人波は動き始めた。私たちは近くの休憩スペースで心落ち着けたあと、予約しているホテルのレストランへと向かっている。

　不謹慎かもしれないが、史堂さんの心配で今にも泣いてしまいそうな面持ちを見るたびに、胸がキュンと痛くなる。

「心配かけてごめんなさい……遅くなっちゃいましたね。食事の予約は間に合いそうですか？」

「今日は少し余裕をもって予約しているから大丈夫だが……あいつへの怒りが収まらなくて、かなわん……。特大のお灸を据える必要があるな」

「……お、おきゅう……？」

　一瞬、史堂さんが凶悪犯のように目をギラつかせたような気がしたけれど、たぶん見間違いだと思いたい。

　これまでずっと慈しむように頬や髪に優しく触れてくる大きな手のひらは、荒ぶっていた鼓動や呼吸をゆっくりと落ち着けてくれていた。

「──でも、あいつに勘違いをされていて、改めて……わかったこともあるな……」

　やがて、史堂さんがそう呟いたとき、タクシーが目的地に到着したのかスピードが緩まり停車する。

「わかった、こと……？」

　私が話の続きを気になりながら、先に降りた史堂さんのエスコートの手を取って降りると、それは淀みなく飛んできた。

「君との結婚が、周囲に政略的なものだと勘違いされるのは、非常に不快だっていうことだ」

「──」

　オレンジ色に揺れる高級リゾートホテルをバックに、そう微笑む史堂さんを見ながら、言葉を理解するまでに時間がかかった。

　かんち、がい……？

　高鳴る鼓動を聞きながら、その夜景の映り込む煌めく双眸から視線が逸らせない。

「食事までまだ時間がある。少しテラスで話そうか──」

　硬直した私を見て小さく笑った史堂さんは、スマートにロビーへエスコートし、乗り込んだエレベーターでレストランのある最上階のパネルをぽちりと押した。
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　レストランの裏手にある会員制テラスは、宝石みたいな都内の夜景を独り占めできるような、ひと気のない空間だった。

　到着すると、史堂さんはライトアップされたオシャレなテーブルセットのひとつへ私を促し、自分も隣に腰を下ろす。

　それから、しばしふたりで夜景を楽しんだあとに、ゆっくりと続きを切り出した。

「──あいつにけしかけられたような形になって癪だが……実は、俺は、あのハンカチを拾ってもらったときから……千花に惚れていたんだ」

　突然の思わぬ告白に、私は信じられないと目を瞬かせた。

「え……？」

　今、なんて言った……？

　言葉が反芻し、理解するまでに時間がかかってしまった。

「ほ、惚れていた……？　え、ハンカチって──」

　さっきの『勘違い』というワードは、聞き間違いではないらしい。

「一目惚れなんだ」

　史堂さんは、混乱気味の私を察して、少し照れくさそうに、はっきりとそう一言。

　そして、大きく目を見開く私の手を取って。

「これは、俺が千花を誰にも渡したくない一心で、宮地社長に申し込んだ見合いだ……。だから、本当は、政略結婚なんかではない──」

　穏やかな眼差しで真っ直ぐに伝えてきた。

「せいりゃく、じゃ……ない……？」

　信じられなくて、なかなか口から言葉が出てこなかった。

　史堂さんは、そんな困惑いっぱいの私に少しだけ気まずそうに笑ったあと、おずおずとこれまでの経緯を話してくれた。

「千花が倒れてしまった日のことを、覚えているか？」

　コクリと頷く。

　私たちが出会った日のことだ。もちろん忘れるはずがない。

「実はあのあと、宮地社長と話したときに、君を近いうち誰かと見合いをさせようと考えていると聞かされたんだ」

「父が……？」

　目を丸くする。

　うちの父なら言い出しかねないが、そんな相談をされたことはなかった。

　まだ構想中で、相手を決め兼ねていたときだったのかもしれない。

「そこで俺が、黙っていられず自ら申し出たんだ」

　史堂さんは、もう一度、きっぱりそう口にしてくれたけれど。

「も、申し出たって……」

「俺が千花と見合いをさせてほしいって言ったんだ」

　まさか、そんなこと、誰が想像できるだろう。

　史堂さんが自分から、私とお見合いをしたいって……？

　心臓がドキドキと甘く鼓動を打ち始める。

「もちろん、企業的な関係から、宮地社長が断れない立場になることはわかっていた。でも、俺にはそれ以上に、千花が他の誰かのモノになるのが許せなかったんだ……」

　苦笑して、大きな手のひらが、私の頬にそっと触れる。

「衝動的とはいえ、自分の立場を利用するような形で千花を手に入れてしまったのが後ろめたくて……断れない立場にある君を困惑させるのも抵抗があって……言えずにいたんだ」

「史堂さん……」

　打ち明けられていく真実が、ひとつひとつ、胸の奥に染み渡って、愛しさへと変わってゆく。

「モルディブでの夜に、俺も打ち明けるべきだったんだろうが、そこでも結局、君の気持ちを手に入れた嬉しさに甘えて……取り繕ってしまった」

　モルディブでの夜、私の告白に応えてくれたときの彼の言葉を思い出す。

『──政略結婚でも、共に過ごすうちに君に惹かれていた』

　両思いになれたと舞い上がった告白だった。

　でも一方で、ベッドを分けられたときは、改めて気持ちの温度差を思い知った言葉でもあった。

　史堂さんも私の知らないところで、そんなふうに思い悩んでいたなんて……。

「……ずっと、嘘をついていてすまなかった。今日、色々なことがあって、俺の決断が、間違えていることに気づいた。許してほしい、千花」

　逞しい両腕が伸びてきて、許しを乞うように優しく胸に抱きしめられる。

　色々なこと……。

　ここまでスマートに連れてきた史堂さんは、初めからここで真実を話そうとしていたように思う。

　鈴本さんのこと以外でも、なにかあったのかもしれない。

　でも、そんなこと気に留めていられないくらい、胸が幸福感でいっぱいになって、ぎゅーっと締め付けられた。

　──これは、夢だろうか……。

『あの子が、ある日突然「見合いを申し込んできた」なんて驚くこと言い出したんだもの……』

　──お義母さまの言っていたのは、こういうことだったんだ。

　今まで、お義母さまとの会話で行き違いを感じる部分は幾度もあったけれど、そのひとつひとつに合点がいく。

　熱い思いがこみ上げてくる。腕の中からそっと離れ、史堂さんをじっと見つめた。

「……こんなに嬉しいこと、もっと早く言ってほしかったです」

　ぽつりと呟くと、史堂さんの澄んだ目が、え？　と見開かれる。

　──ううん、むしろ初めから、そう言ってほしかった。そしたら、なんにも悩むことなんてなかったのに。

　……でも、それを言うなら、〝私も〟なのかもしれない。

「私も、初めて会った日から史堂さんに惹かれていましたから」

　打ち明けると、切れ長の澄んだ瞳がさらに大きくなっていく。

「お見合いの話、夢かと思うくらいに嬉しかったんです」

　一見とてもクールで厳しそうな史堂さん。

　だけど、誰よりも笑顔が可愛くて、初対面の私にも躊躇なく手を差し伸べてくれる優しい人だと、あの日知ってしまった。

　恋愛未経験の私は、もう抗う術なんてないほど早く心を奪われていたんだ。

　そんな彼とずっと同じ思いを抱いていたなんて……こんなに嬉しいことはない──。

「ほんとに……」

　信じられないように目を瞬かせる史堂さんに、笑顔で「はい」と頷いて続ける。

「──それに史堂さんは立場を利用してなんかいません。お見合い前に、私の気持ちを尊重してくれました」

「俺が？」

　今度は眉を寄せて困惑気味の史堂さんに、もう一度頷いてさらに続ける。

「だって──」

『あちら側は、お前の意思を尊重すると言ってくださっているが……千花、どうしたい？』

　父がそう言ってきたのをよく覚えている。

　あのときは、企業の力関係を配慮したあちら側の社交辞令だとばかり思っていたけれど……でも、今ならわかる。

　あれは、史堂さんからの私への大きな配慮だ。

　本来ならビジネスに、そんな心遣いはありえない。

　よくよく考えれば、父の口からも『政略結婚』というワードは出たことがなかった。

「──だから……結局私は、それを気に留めず自分の意思を貫いちゃったけれど、それはたとえ政略結婚だとしても、史堂さんの隣にいたいと思ったからです。……なので、後ろめたいなんて、思わないでくださ──」

　言い切る前に、感極まったように、史堂さんの腕が私の背中に巻き付いてくる。

「──千花……」

　強い力で、胸に抱きしめられた。

　とても苦しい。でも、それ以上に温かくて嬉しくて、スーツ越しに史堂さんの速い鼓動が伝わってくる……。幸せだ。心が甘くとろける。

「ベッドの件とかあって、私ばかり好きな気がして悩んでたけど、良かった……」

　安心して呟くと、史堂さんが腕を解いて、「君だけ？　そんなわけないだろう……」と苦笑しながら顔を覗き込んでくる。

　そして、少しだけ頬を赤らめながら気まずそうに口にした。

「ベッドのことは、言ってしまうと……、モルディブで初めての行為をしたときに、千花に失神させるまで無理をさせたから、自己反省のつもりだったんだ……しばらく行為を一度に控えて、一緒に眠るのを先伸ばしていただけで……」

「え？」

　思わぬ事実に目をパチクリとしてしまう。

　じこ、はんせい……？

　確かに、あの初夜は、途中で眠ってしまったけれど。私が、なにかしたわけでは、なかったの……？

　史堂さんは、驚き固まる私に更に聞かせてくれた。

「……この前も言っただろう？　俺も一緒に眠りたいと思っているって。……実際そうしたら、精神統一でベッドを離れざるをえなかったり、その反動でこの前みたいに無理をさせたり……情けないところばかり見せているが……、そのくらい俺は千花のことで頭がいっぱいで、大切で……愛しくて仕方ないんだ」

　全てのパズルのピースが出揃い、隙間なくピッタリとハマったような感覚に陥った。

　ずっと胸でくすぶっていたモヤモヤから解放され、晴れやかな気分になる。

　伝えたいことはいっぱいあるはずなのに、胸が幸福感で苦しくて、なにから口にしたらいいかわからなかった。

「史堂さん……」

　淡いライトに照らされた史堂さんが、甘く微笑む。

「愛してるよ、千花……君との結婚が、ビジネスだと思ったことは一度もない……」

　感極まって、唇がうまく動かない。

　そんな私を見て、クスっと笑った史堂さんの端正な顔が傾き、そっと近づいてくる。私も応えるように顎を反らせて伸ばした──。

【ブーーン】

　だけどそのとき。唇が触れ合う直前でスマートフォンの微かな振動音が静かな展望テラスに響いた。

　ハタっと、交わそうとしたキスをやめて、私たちは顔を見合わせる。

「レストランからの呼び出しだ。話しすぎたな……続きはゆっくり、部屋でしようか……」

　通話を終えた史堂さんが、スマートフォンをポケットにしまいながらそう言う。そのまま私の手を取りエスコートしようとするのだけれど──。

「えっ、部屋？」

　家じゃなくて……？

　史堂さんは、首を傾げた私に微笑むだけにしてなにも教えてくれない。

　意図がわかったのは、ディナーのあとだった。





＊　＊　＊






「泊まるんですか……？　帰って休んだほうが……んっ」

「千花に触れれば癒えるって言っただろう……？　一刻も早くあいつに触られていたところを、消毒させてくれ。気が狂いそうだ──」

　担ぎこまれたスイートルームのベッドで、エレベーター内で交わしたやりとりを繰り返しながら、史堂さんは私に跨って性急に服を剥ぎ取っていく。

　ディナーのコース料理を堪能したあと、史堂さんが嬉しそうにポケットからチラつかせたのは、キラキラ輝くこの部屋のカードキーだった。まさかと目を疑ってしまった。

　だって、海外出張からの地方出張。それも間がないうえに、朝方まで体を重ねていた夜も混入している。どう考えたって疲労困憊で体力限界なはずだ。それなのに、今夜はここに宿泊していくという。うちのほうが、絶対に体が休まるはずなのに。

　まさか、本当に『触れる』ことで『癒える』というのだろうか……？

「ほら、なに考えているんだ？」

「はッ、あん……！」

　なんてちょっと現実離れしたことを考えていると、史堂さんは全裸にした私の乳首を指で弾いて、ちゅくりと口に含む。

　さっき鈴本さんに掴まれた腕から始まって、首や、肩を辿るような愛撫は胸へと移っていた。

　熱い舌でごりごりと擦られながら、入念に舐め転がされる。反対側の乳首はきゅぅと指で摘まれては意地悪に弄ばれて……。もうダメ。ゾクゾクと快感が足元からせりあがってきて、早くも足の間で蜜の気配を感じた。

「んぅっ……あぁ」

「ほかはどこ触られた？　まずはちゃんと、消毒しとかないとな──」

　気持ちよくて身もだえする私を見るその顔は、少しだけ口角を上げて意地悪そう。

「ほかってっ……どこもっ、触られてなぁッ……ふぁ……」

　肩を抱かれる前に助け出してくれたのは史堂さんのはずなのに、まだまだ気持ちが収まらないと言わんばかり、胸の先端を吸いながらお尻を揉みしだいていた右手のひらを、瞬く間に足の間へと滑り込ませてしまう。

「ぁっ……」

　くちゅっ。

「すごいことになっているな……トロトロ。ほんとになにもされてないのか？」

　もう十分に濡れてしまっている入り口を、指先でこちょこちょと上下にくすぐられて、耳元で確認される。

　──わかっているくせに……。なんだか今日はやけに意地悪だ。

「されてないです……これは、ずっと両思いだったのが、……う、れしくて──んあぁっ！」

　ズブズブ……と指先がナカに埋められ、声が上擦ってしまう。

「──俺も嬉しいよ。でも、今日あいつに絡まれていた千花を思い出すと……千花が俺のものだって実感したくて啼かせたくなる──」

　怪しく囁かれながら、史堂さんの太くて長い指がずっぷりと奥へ押し進められる。

「ぁ、ふぁ──……」

　蜜を掻き分けながら奥まで到達し、指の付け根が押し付けられる。

　呼吸が甘く震え、どんどん溢れちゃう……。

「千花をこうできるのは……俺だけだ。他の誰にも触れさせない」

　言葉通り独占欲を誇示するように、ゆっくりと指が引き抜かれ抽送を始める。

　くちゅくちゅ恥ずかしい音を立てて、熟知された弱い部分を強弱をつけながら刺激される。

　腰が甘えるように動いて、早くも視界が甘く霞んできた。

　しだいに指が二本に増え内壁をゴリゴリ擦られると、抽送に合わせて意図せず腰が浮き上がる。

　彼の言う通り、心も体も史堂さんの手中にあると実感させられる。

「……可愛い顔。今日はいつもより、もっと溶けてみるか……？」

　史堂さんはそう尋ねると、答えを聞く前に、ちゅぷり……と蜜口から指を引き抜く。

　それから、暑そうに自らのシャツとスラックスを脱ぎ捨てて、ボクサーパンツ一枚の姿になる。

　何度見ても美しい彫刻のような裸体と、パンツから張り上げる大きなシルエット。うっとり息が零れる。

「いつも、より？」

　だけど、少しだけ刺激的なワードだ……。きゅんと、子宮が震える。

「大丈夫……することはいつもと変わらない……」

　柔らかな声に安堵しかけたその一瞬、太腿に両手を掛けられパカリと両膝が割り開かれる。

　──きゃあっ！

「ただ、ちょっと、連続すぎて苦しかったら、ごめんな」

　舌をちらつかせる彼を見て、しようとしていることを察し引き腰になる私。

　今更シャワーのことが気になったけれども、もう遅い。

　ニヤリとした史堂さんは、太ももを思いっきりくるん、と押し上げ、足の間の恥ずかしいその場所を真上にさらすような形にしてしまう。そして、見せつけるように熱くなったソコに舌を這わせ始めた。

「ふぁっ、……んぁっ、」

　ぺろりと期待させるようにひと舐めしたあと、すでに溢れる恥ずかしい蜜をすすりながら、下から上にすくい上げるように舐め上げられる。

　背中にぞくぞくとした感覚が走って、頭の芯が溶けてしまいそうになる……。

　もう何度もされているのに、ここへの愛撫だけは慣れない。恥ずかしくて仕方ないのに、はしたないくらいに下肢が疼いて、気持ちのよさにいつも抗えない。

「気持ちいい……？」

　下方に視線を移動させると、上目に見上げてくる史堂さんと目が合ってしまう。どうしようもなく気持ちが昂って……返事の代わりにとろとろと蜜がこぼれるのがわかった。

「気持ちいいんだな……。また、溢れてきた。ここも、もう勃ってる」

　嬉しそうにこぼれた蜜を舐めとったあと、ツンツンと蜜口の上の敏感な粒を舌でつつかれる。

「ひゃっ！　そこっ……！」

　ビクッ！　と腰が飛び上がる。

「千花はここ好きだからな」

　そのまま、動かないように太腿を固定したまま、史堂さんは舌先でチロチロソコを捏ね回す。静かで安心させるような口調とは裏腹、敏感なそこがコロコロ舌で動かされるたびに、通電したような鋭利な刺激が走る。腰ががくがくと跳ね上がった。

「あっ、ああっ、やぁっ！」

「どんどん大きくなってる」

　しだいに動き回っていた舌で蕾を捕え、ぐりぐり押し付けては、口に含み執拗に舐め回すような悪戯も加わってきた。

「やっ、これ、だめ……っ」

　捏ねて撫でてを繰り返されるたびに、瞼の裏で火花が散る。

　やがて、ヒクヒクし始めたソコに熱い唇を押し付けてチュルチュルッ！　と強く吸い上げられた。

「だめっ、すわなっ──ああぁぁっ……！」

　太腿にある史堂さんの手に縋り付きながら、ビクビク体が激しく痙攣する。

　目の前が真っ白に染め上げられ、脱力した体がシーツに沈んだ。

「イッたか……？　次は、もっと溶けるよ」

　はぁ、はぁ、胸を数回上下させたところで。

　史堂さんは、とても愉しそうに、少しだけ恐ろしくも感じる甘い追加情報を囁く。

　──も、もっと……？　次？

　心が戸惑いに埋め尽くされた途端。

　押さえつけたままの、甘く痙攣する敏感なソコから、指先を使ってさらにデリケートな花芽をくりっと剥き出された。

　──え、まさか……。

　史堂さんは、それを見てうっとり微笑んだあと。

「可愛い」

　私に見せつけるようにして、未熟で脆弱なその花芽をぺろりとひと舐め。

「──んひゃぁっ！」

　今までと似て非なる強すぎる刺激、ほとんど悲鳴のようだった。

　そのまま剥き出たか弱い花芽を指の腹で包むようにして、優しく上下に擦られる。

「ひゃぁあ！　ああぁっ！　だめぇっ、んぅっ……ゃあっ！」

　強すぎる刺激に腰の痙攣が止まらず、無意識に頭をイヤイヤとゆすってしまう。

　手つきはひどく優しいのに、駆け巡る快楽は閾値を超えていて、どうしたらいいのかわからない。

「大丈夫だよ、千花。……もっと気持ちよくなるから」

　史堂さんは安心させるように囁きながらも、手を休めてくれる様子はない。それどころか、もう一方の手の指をナカに沈め掻き回し、剥き出しの花芽は継続して指でいじめ続けられる。

　なにがなんだか、わからない……。

　本当に、おかしくなる……。

　嬌声を上げ続ける私をうっとり見つめていた史堂さんの口角が、ゆるりと弧を描いた。

　──なに……？

　そう思ったのは一瞬。

　グズグズにとろけた花芽に顔を寄せむしゃぶりついてきた。

「あぁあっ……っ！　だめぇえっ、ああっ」

　腰をよじらせ懇願する。だけど史堂さんは、もちろんやめてくれない。

　腫れ上がって敏感なソコをジュルジュルと音を立てて吸い上げられ、甘噛みをされて、潤みきった蜜壺へ指を差し込んで弱い部分を擦り上げてきた。

「あぁあっ！　ひゃああぁぁ──！」

　ぎゅん！　とナカが収縮すると同時に、蜜口からぷしゃっ！　とナニか噴射するのを感じた。

　……え？

　一瞬疑問に思ったけれど、うまく動けなかった。

　体が壊れてしまったように震えて、深い絶頂の波から降りてこられない。

「んぅ……しどぅ、さん……」

　──なにが、おきたの……？

　生理的な涙がポロポロ零れ、顔を寄せてきた史堂さんがそれをぺろぺろ舐めとってくれる。

「可愛かった、千花。ありがとう……」

　なんだか太腿が少し濡れていて、とっても恥ずかしいことをしたような気がするけれど、気にかける余裕なんてなかった。

　史堂さんは嬉しそうに目じりを落としながら、私をゆっくり抱き起こし、労わるように膝上でキスの雨を降らしてくれる。

　腕の中で唇を合わせながら、胸に体重を預けぐったりする。

　史堂さんのキス……気持ちいい……。

「でも、まだ終わってないぞ？」

　──え？

　とろけてぼんやりしていると、更なる宣告が飛んでくる。

　脱力していた体が少しと浮いたと思いきや、ぐちゅり……と灼熱の塊が蜜口にあてがわれた。

　あ……っ。

「もう──挿はいっていいか？」

　ぬちょぬちょと、入り口と熱い先端が擦れ合う。

　たった今熱を発散したばかりなのに、うっとり呼吸が震えた。

　──私も、早く、欲しい……。このままなんて、終われない。

　たまらずこっくり頷くと、膝の上で向かい合わせていた私のお尻が、ぐっと膝に押し付けられて──。

　硬くて熱い史堂さんの剛直が一気にナカに挿ってきた。

「ぁ、あぁぁ……っ！」

　視界で火花が散る。

　史堂さんは、そのまま奥の奥まで突き入れると、私をベッドに横たえ正面から腰を打ち付けてきた。

「あぁあ……っ、んっ、きもちいぃ……っ」

　内壁を甘く抉るような深い快楽に、うっとり脳が陶酔する。全身が歓喜に震えているのがわかる。

「あぁ、気持ちいいな……千花と繋がっていると、疲れが癒えて漲ってくる」

　史堂さんは、そんな嘘みたいなことを恍惚と呟きながら、もっとだ、言わんばかり仰向けの私の両脚を高く持ち上げ、さら奥深くを狙い打ちしてきた。

「あっ、ぁっ、ふかい……っ」

　刺激される場所が変わって、ビクリと腰が弾む。

　突き込まれるたびに、史堂さんの熱い先端が一番奥の気持ちのいいところに届き、ぎゅうぎゅう内壁が戦慄く。

「こらっ……こんなに締めると、もたないぞ……」

　史堂さんは腰を揺らしながらそう苦笑して窘めるが、もう自分ではどうにもならない。

　リズムに合わせて体が無意識に収縮してしまう。

「ああっ、だって……！　すごく、きもちいぃ……っ」

　全身が、史堂さんを欲している。もうソコを満たす雄芯の存在しか感じ取れない。

「なら、一緒にイこうか……？」

　抽送のスピードが加速し、突き上げの間隔も狭くなる。溶けた接合部が、グッチュグッチュと淫靡な音を奏でながら、ナカで史堂さんのモノが硬く大きく存在感を増していく。

「あっ、ぁ……しどぅ、さん！」

　苦しいくらい折り重なって貪るように舌を絡め合わせられる。愛液が飛沫を立てるくらい激しく腰を穿たれ、頭の中が真っ白に染め上げられていく。

「ちか……っ、いくぞ……！」

　揺さぶられながら名前を呼ばれたその瞬間、きゅん、と下腹部が一際大きく脈打った。

「ぁっ、ああぁぁ──……！」

「……っ、くっ──……」

　ナカがぎゅうぎゅう収縮して、史堂さんの肉棒を食い締める。

　史堂さんもそれに抗うように何度か腰を突き込んだあと、ぶるりと体を震わせ射精した。

　しばらくキスをしながら、ふたりで快楽の余韻を味わう。

　呼吸が整うと、史堂さんが上体を起こし、滲んでいた汗を腕で拭った。

　同時に、挿っていた雄芯がズルリと抜け落ちてしまう。

　──気持ちよかった……。意識が飛んでしまうかと思った。まだ、手足に力が入らない。

　ホッと息をついて、そんなふうにホテルの天井を眺めていると、サッと視界に影がかかった。

　史堂さんが私に覆いかぶさっていた。

「史堂さん……？」

「まだ足りない──」

　唇が重ねられて、舌が絡めとられる。

「んっ……」

　太腿にもうすでに力を取り戻した雄芯がぬるりと触れるのを感じた。驚きながらも、こくりと喉が鳴った。たった今満たされたばかりなのに、私もゾクゾクとお腹の奥がさざめいている。

「今まで我慢していたが……もう無理だ。千花を前にして、初めから我慢なんて出来るわけがなかったな」

　どこか照れくさそうに呟く史堂さんに、胸の奥がきゅうっと掴まれたように甘く震えた。

「史堂さん……」

　頬を包み込んで、視線を絡める。

「我慢なんてしなくていいんですよ……。私は史堂さんのことが大好きで、史堂さんが我慢してる間も、もっともっと触れ合いたいと思っていたから……」

「そう、だったのか……？」

　切れ長の瞳がパチクリして、意外そうに私を映す。

　大胆なことを口にしたような気がして恥ずかしくなってくるけれど、でもしっかり頷いた。ちゃんと言葉にしないと伝わらないから。

「史堂さん愛してる。もう一度愛して……？」

「……ほんとに、君には一生敵う気がしない──……」

「んっ……」

　顎に添えた手にくいっと上を向かされると、そのまま唇を重ねられた。

　角度を変えながら深く交わり、お互いの感触を確かめるように口内を貪ったあと、すぐに熱い唇は離れていく。

「なら……遠慮なくいただくぞ？」

　絡まる熱い眼差しを見れば、彼が望むものを知る。

　──三日前の夜の、腹ペコの肉食獣が再び姿を現した。




「ゆっくり腰を落として」

　座っている史堂さんの膝の上に誘導され、背中を向けるような形で腰を落としていく。

　すでにふたりの体液でとろけたソコに、灼熱の禊があてがわれ、いつもとはちがった角度からゆっくりと挿ってきた。

「あぁ、あ……あぁっ……！」

「っ──すごい……な」

　狭い内壁をミチミチと掻き分けて、二度目とは思えない質量が押し入ってくる。接合部が密着し後ろから抱きしめられると、想像以上に奥まで存在を感じる。あまりの圧迫感にふたりの口から歓喜の吐息が漏れた。

　顔が見えないからか、いつもとは違うように感じる……。

「動くぞ」

　そのまま奥まで貫いた状態から、史堂さんは軽々と私を抱き上げ上下に揺らすように優しく腰を突き上げ始めた。

「ひゃっ……んっ……しど、さっ、んっ……」

　動くたびに史堂さんの硬い先端が、柔らかくなったお腹の裏をゴリゴリけずってゆく。

　信じられないくらい気持ちがよくて、全身がとろけてしまいそう……。

　うっとり息を震わせていると、史堂さんは私の頬に手を添えて、後ろから唇を合わせてきた。

「この体位も、千花の可愛い唇に届いていいな」

「ふぅんっ……んっ……」

　一度達して余裕ができたのか、そうしてゆったりした腰使いで私を翻弄しては、喘いだ唇を貪るように舌を絡めて口づけていく。

　体を支えていた大きな手は、いつの間にか私の胸の上にあって、柔らかく揉みしだいては、真ん中の粒をコロコロ可愛がる。

　さっきとは対照的な穏やかな行為なのに、むしろそれに煽られるようにして、たまらなく熱い思いがこみ上げてきた。

「あぅ、あぁ……っ、しどうさん、すきっ……だいすき、だよ……」

　ふいに、こぼれる。

　史堂さんの全てから、いつだって私を大切にする優しい思いが伝わってくる。

　私たちを悩ませた、モルディブでの初夜だってそうだった。初めての私に気遣いながら優しく貫き、心も体も愛される喜びを教えてくれた。

　何度気持ちを伝えても足りない。

　そんな彼と初めから思い合えていたなんて……こんなに嬉しいことはない。

「俺も、愛している……何度抱いても、足りない……」

「ああんっ！」

　史堂さんは耳元で荒い息を吐くと、私の両足をグイッと抱え上げ、緩やかだった腰の動きを加速させていく。

　張り詰めた欲棒が、両足を思い切り開かれた私の蜜口に、ぐじゅぐじゅと泡を吹きながら出入りを繰り返す。

　見せつけるような格好に羞恥しながらも、最奥をゴツゴツ刺激されのが気持ちよくて、根こそぎ意識が持っていかれてしまう。

「例え君が俺を愛さなくても、俺の気持ちが変わることはないと思っていたが……今じゃ、そんなんじゃ、満足できなくなってるな」

「あっ、……ひゃん！」

　胸の先端を指で引っ張られ、きゅんと戦慄いたナカに、ズン！　と欲棒が押し込まれる。

「……千花の全部が俺のものだって、思い知りたくなる」

　掠れた声に囁かれ、ひと際大きく、ごちゅん！　と高く突き込まれたあと、胸から移動してきた右手が、体液で泡立つ接合部にくちゃり、と触れる。

「ふぁっ！　ああ……っ！　そこ、っ……」

「俺だけが知っている千花の好きな場所だよ……どっちも可愛がってやる」

　史堂さんは低く囁いて周囲の蜜を塗りたくりながら、今日何度もいじめられて肥大する蕾を細かくこすり上げてきた。

「ひゃあっ、ああっ……！」

　ナカもゴツゴツ攻め立てられながら、蕾には掻きむしるような鋭い刺激を与えられる。

　そのふたつの快楽の融合があまりにも気持ちよすぎて力んでしまうと、しだいに史堂さんの方も顔を歪めて吐息を荒らげた。

「っ……千花の体は素直すぎて、たまに困る」

「あっ、だめっ、イく、いっちゃ……っ」

　抽送と共にから攪拌された体液が飛び散る。ぐちゅ、ずちゅ、とえっちな音がスイートルームに響き、やがて無意識に体を反らした途端、私の視界が弾け飛んだ。

「あぁあっ！　ひゃああぁぁっ──！」

「──、くっ……」

　全身が震え真っ白になる頭の中。続いて史堂さんも、痙攣する私のナカをズンズン打ち付けたあと、小さく呻いて精を放った。

　呼吸を整える唇に、史堂さんが後ろから唇を重ねてくる。崩れ落ちる体を抱き止められたまま、ふたり一緒にベッドに横になった。

　雄芯の抜けた蜜口からは、混ざり合ったふたりの体液がとろりと流れていた。




「水飲む？」

「ありがとうございます」

　身を清め、鼓動が落ち着いたころ、下着とバスローブを身につけた史堂さんが、冷蔵庫から冷たいミネラルウォーターのボトルを持ってきてくれた。

　喘ぎすぎて、喉はカラカラだった。

　シーツを巻き付けたまま起き上がって、受け取る。

　口に含むと、冷たい水が喉を通っていく感覚が、火照っていた体を少しだけ冷ましてくれた。

　──荒波に呑まれるような、情熱的なセックスだった。

　モルディブでの初夜よりも、出張前に抱き合った夜よりも。

　これまでのどのセックスよりも、心も身体も史堂さんを近くに感じられる触れ合いだった……。お互いの気持ちを知ったからだろうか──。

「そういえば……」

　こちらを見守っていた史堂さんが、ふと思い出したように隣に座り直す。

　私の飲み終えたボトルをサイドボードへ移動すると、少しだけソワソワしたような口ぶりで尋ねてきた。

「千花は、ランジェリーが欲しいのか……？」

「え……？」

　突然どうしたのだろう？　思い当たる節がなく、とっさに首を傾げ疑問で返してしまった。

　……が、すぐにハッとした。

　史堂さんの目が、異様にキラキラと……それも食い入るように私を見つめている。

　まるで、子供が欲しいおもちゃをねだっているような、ワクワクと期待を詰め込んだような、そんな眼差し。

　──まさか、ランジェリーって……。

「今日、『ミューズ』にいたんだろう？　欲しくて見ていたんじゃないのか？」

　──やっぱり。

「あ、あれは……」

　見られていたらしい。てっきり状況が状況だったので、背後にあったお店には、気づいていないものだと思っていた。

　経営者という立場柄、史堂さんは『ミューズ』がどんな店なのかよーく知っているだろう。でも、それとは別にして、誕生日プレゼントに関しては秘密裏で準備して、サプライズで渡したい思いがある。購入するかどうかはまだ決めていないけれど、この話は、なるべく避けておきたい。

「──話題だと雑誌に書かれていたので、ちょっと寄ってみたんです」

　取り繕うと、それまでキラキラ輝かせていた史堂さんの目がどんどん光度を失った。

「……そうなのか。てっきり、購入したいのかと……」

　視線を下へ下へ落とし、肩までションボリと落としてしまった。

　──なにやら、とてつもない罪悪感に襲われる。この反応、もしかして……。

「……史堂さん、もしかして、着てほしいって思っていたんですか？」

「それはそうだろう」

　食い気味で返事をされ、真っ直ぐ見つめられる。

　ビックリしつつも、それ以上に嬉しい反応で、胸の奥がじんわり温かくなるのを感じた。

「でも──」

　だけど、史堂さんは、少しだけ考える素振りを見せて──。

「千花が恥ずかしがり屋なのも知っている。無理には求めない」

　両手を伸ばし、変わらぬ優しさで、私を包み込んでくれる。心がふるりと潤んだ。

「……ありがとう、史堂さん」

「ランジェリーは心惹かれるが、千花の気持ちが一番大切だからな」

　顎が掬われて、史堂さんの唇が私の唇にそっと重なった。

　──出会ってからずっと変わらない。

　どんなに仕事が忙しくても私を大事にしてくれるところや、意思や気持ちをとてもしっかり考えてくれる優しいところ。

　きっと、そういう誠実で素敵な史堂さんだから、出会ってすぐに惹かれたんだと思う──。

　ランジェリー……喜んでくれるなら……。

　密かに心を決めていると、表面を触れ合わせていたキスが、しだいに粘膜が擦れ吐息が絡むようになる。舌が侵入してきたころには、再び体の奥が潤むような感覚が全身に行き渡っていた。

「千花……とろけてるぞ……」

　キスに夢中になっていると、巻き付けたシーツの隙間から、指先が忍び込んできた。足の間に滑り込み、まだ体液のこぼれるソコをこちょこちょとくすぐりながら、怪しく囁かれる。

「ぁっ……」

　全身がゾクゾク震える。

　ついさっき熱を交換して、満足したばかりなのに……史堂さんに触られると、何度だって体の内側が熱くなるのを感じてしまう。

「塞いでやるよ……」

　史堂さんが怪しげに囁きながら、私の腕を引き、巻き付けていたシーツを剥ぎ取ってしまう。

「えっ？　ちょっと待ってくださ──」

　さすがにもう休んだほうがいいのでは？　と心配して、止めてみたけれどもう遅い。

　瞬く間に私をベッドに押し倒した彼は、バサリとバスローブを脱ぎ捨て、おもむろにボクサーパンツから大きく反り上がった欲望をぶるん……と取り出した。

「っ……、なんでもう、そんなにおっきく……!?」

「俺が千花を前にして、あれくらいで治まるわけがないだろう……？　これからは遠慮なく愛していいんだよな……？」

　答える前に、膝を割ってその間に史堂さんが入ってくる。

　──返事なんて決まっている。

　見つめ合って、笑い合って、もう一度キスをして。

　やがて、熱くてどうしようもなくなった私の体を持ち上げ、史堂さんは燃え滾った剛直をゆっくり押し込んできた。

　その表情は客室に着いたときよりも生き生き輝いているようにも見えて──。

『体を重ねて体力回復する』というのも、あながち間違っていないのかもしれない。

　そんなことを思いながらも、大好きな人の腕の中、シーツの波へ落ちていったのだった──。







エピローグ








　──【今から帰るよ】

　午後五時。秘書の坂田さんの采配でいつもより早い時間で受信した、史堂さんからのメッセージ。私はいつものように【お疲れさまです、気を付けて帰ってきてください】とニコニコマークの絵文字付きで返信した。

　打ち合わせをしていたホテルから、だいたい坂田さんの送迎で十五分。もうすぐ帰ってくる。

　──はぁ……ドキドキしてきた……。

　白のノースリーブ型のロングワンピースを揺らし、そわそわとソファーから立ち上がってはウロウロしてまた同じ場所に座る。足元がやけにスースーして落ち着かない。




　ホテルでの情熱的な一夜から、あっという間にひと月。

　待ちに待った──史堂さんの誕生日がやってきた。

　今日は予め午後に有給を取っておいて、その準備に励んだ。

　後日改めてふたりでお祝いディナーをする予定だけど、当日の今日は、手料理とプレゼントで最大限もてなす予定だ。

　ほんのり鼻孔をくすぐるのは、史堂さんの好物のデミグラスハンバーグのソースの香りと、ケーキのほんのり甘いスポンジの香り。そして……たった今お風呂上がりの身体に塗り込んだ、ボディーローションの甘い香りだ。

　──いくらなんでも、準備万端すぎるだろうか……？

　でも、本日最大のミッションをこなすことを考えると、準備はきちんとしておきたい。




「ただいま」

　十五分を過ぎたころ史堂さんが帰宅した。

「おかえりなさい」

　パタパタとエントランスに行って出迎えると、史堂さんはいつものようにもう一度微笑んでハグとキスで応えてくれた。

　オーダーメイドの三つ揃いのスーツに、後ろへ流された艶のある黒髪。

　今朝と変わらず乱れなく、完璧で、何度見ても見惚れてしまう。

　ふと、帰宅の早かった一週間前、情熱的に抱かれたことを思い出してしまう。

　史堂さんは、それまでの我慢が嘘のように、欲望をさらけ出し、何度も私を情熱的に求めてくるようになった。

　もちろんそれは私も同じで……。彼に与えられる快楽が優しく心地いいものと知っているだけに、積極的に『もっと、もっと』と控えめながらもねだってしまうようになっていた。

　……人を好きになるって、本当に不思議だ。

　あれだけ恥ずかしかったはずなのに、史堂さんの嬉しそうな顔を見られるだけで、自然と言葉に出るようになった──。

　何度抱き合っても飽き足りなくて、また触れ合いたくなる。

「え、これは──」

　そんな日々の幸せを噛みしめていると、リビングに出た史堂さんが声を失う。

　視線の先には、ダイニングテーブル上に所狭しと並んだお祝いムードのお料理たち。

　数日前、誕生日ディナーの話を持ちかけるまで自分の誕生日を忘れているような人だ。きっと、今日が当日であることも、忘れていただろう。

「お誕生日おめでとうございます、ささやかだけど今夜はふたりでお祝いしませんか……？」

「そうか……今日が当日か……。すっかり忘れていた」

　予想通りの返事に、思わず笑ってしまう。

　ちなみにプレゼントは、鈴本さんと鉢合わせた数日後、華子に付き合ってもらい、あの百貨店でネクタイピンを購入した。上品な麻の葉の彫り込まれたそれは、怜悧な印象の史堂さんにきっと似合うと思う。今はクローゼットの中に隠してある。

「食後には、作ったショートケーキもあるんですよ。史堂さん、甘さ控えめなら食べられますよね」

「ケーキまで用意してくれたのか……最高の誕生日だな……」

　脱いだスーツジャケットをハンガーにかけ、椅子へ促そうと近づくと、そのまま史堂さんのシャツの腕に囚われ、ぎゅっと抱きしめられた。

　喜んでもらえて、頬がだらしなく緩む……。

「ん……？」

　だけど、史堂さんは突然、訝しげな声を上げて、私の髪に埋めていた顔を上げる。

　なんだろう？

「もうシャワーを浴びたのか？　さっきからシャンプーの香りがするんだが」

　どこか探るような視線を向けられて、ドッキンと心臓が飛び上がる。

　思わず慌てふためきそうになったが、どうにか堪えた。

「……準備していたら、汗かいちゃって……？」

　帰宅後は、早めの夕食の準備や、いつも手抜きになりがちな家事のフォローもしたので、汗をかいたのは、嘘ではない。

　だけど、史堂さんは全身に視線を巡らせて「……ふむ？」と曖昧な返事ながら食い入るように見つめてくる。割と帰宅後すぐに入浴する史堂さんに比べ、いつも就寝前に入浴するマイペースな私が早いことに疑問を感じているのかもしれない。

　──なにか言いたげだけれど、まずは先に、夕食を済ませたいな。

「では、そろそろ、ご飯にしましょう──」

「待て、これも気になっていたんだが──なんだ……？」

　だけど、その場を離れる前に両肩へ手を置かれて、一歩も踏み出せなくなる。

　史堂さんの骨ばった長い指先が拾ったのは……私の首に巻き付く純白のレースチョーカーだった。

　触れられて、ぴくん！　と肩が揺れる。

　スクエア型のネックラインからは、下着に付属しているチョーカーとレースラインが見えてしまっていた。

　恥ずかしいから同じ白色のワンピースを羽織ってカムフラージュしたものの、史堂さんの目は誤魔化せなかった。

　真っ向から力強い眼差しが寄せられる。

「えっと……中に着ているものと、言いましょうか」

「中だと……？」

　視線の熱意に負けて、あからさまなワードを避けつつ正直に答えた。すると、史堂さんは一瞬眉を寄せて考えたものの、顔を赤くした私を見てすぐに察したらしい。

「見たい……」

　間を置かず返事がきた。切れ長の目がぐわっと大きく開いて、力強く。

　私の心臓がバクバクと早鐘を打ち始めた。

「……でも、お腹空いているでしょうし、夕食後のほうが──」

「だが、これ、普通の下着じゃないだろう……？　この前話した、『ミューズ』のものじゃないのか……？」

　あのとき『着てほしい』と言っていただけに、しっかりと覚えているらしい……。うまく躱そうとする私の両手を捕まえ、確認してくる。……動く気はないと言わんばかりに、ダイニングチェアにどっしり腰を据えて。

「それは……そう、だけど」

　本当は、夕飯のあとにプレゼントを渡しながら打ち明ける予定だった。

　予定よりもだいぶ早すぎる。料理も気になるし、まだ、心の準備が出来ていない……。

「見たらちゃんと食事する」

　さらに真剣で熱い眼差しで説き伏せられ、ぐっと喉を鳴らす私。

　……もう逃げられる雰囲気ではない。

　仕方ない……。

「……わかりました」

　彼から数歩離れたところで前に立ち、ドキドキしながら胸元のボタンに手を掛ける。

　史堂さんは、腕組みをして真剣な眼差しをこちらへ寄せている。

　なんだか、想像以上に恥ずかしい……。

　一見、冷静で怜悧にも見える真剣なその瞳は、まるで獲物を狙う猛獣のような鋭さがあって、映されていると思うだけで、お腹の奥がキュンと震えてしまう。

　ボタンをいくつか外した後、ワンピースを両肩から外すと、一気にスルスルと体を滑り落ちた。

　史堂さんから息を呑む気配がした。

　──百貨店で購入したプレゼントは、ネクタイピンだけではなかった……。

　いつだって私を愛し尽くしてくれようとする、そんな彼だからこそ……少し恥ずかしいけれど、願いを叶えてあげたいと思った。

　シアーなホワイトでレースがふんだんにあしらわれた甘美な印象のブラジャーとショーツ。でも、普通のではない。バストトップ部分とクロッチに大きくカッティングをほどこされた、『ミューズ』特有のとても刺激的な誘惑ランジェリーだ。

　あしらわれたレースがふんわりとカット部分を隠すデザインは、いやらしさの中にも品があって私の中の決め手となった。

　華子に付き合ってもらって、知識のない私でも着こなせそうな、可愛らしいランジェリーを勧めてもらった。

「千花……」

　史堂さんは恍惚と呟いて、モジモジする私の両腕を引いてもう一度前に立たせる。そして、うっとりとこちらを見上げてきた。

「すごく可愛くていやらしい……。俺のために、着てくれたと思っていいんだよな……？」

　頬が熱い。こっくりと頷いた。

「史堂さん着てほしいって、言ってくれたから。華子に一緒に選んでもらったの……」

「はあ～～！　こんなの、想像もしていなかった！」

　弾かれたように腕を引かれて、そのまま史堂さんに倒れ込むような形で抱きしめられる。耳元で、耐えるように大きくつかれたため息は、赤面する私の頬より熱く感じた。

　ゾクゾクとお腹の奥が震える。

　……やだ、このままじゃ私のほうが反応してしまいそうだ。

　両手をついて体を起こす。

「な、なら、夕食にしましょうか……！」

　熱くなった体を誤魔化すように、慌ててそこから立ち退こうとした。

「──いや待て」

「ひゃ！」

　だけど、腕から逃れようとした私を、史堂さんがそうさせてはくれなかった。腰に腕が巻き付き、子供でも抱くような軽やかさで、ひょいと膝の上に横向きで座らせてしまう。

「ちょっ──」

「……先に可愛い妻を食べたくなった」

　私が窘めるよりも早く、史堂さんは悪びれもせずに言い放つ。

　その瞳はすでに熱を孕んでいて、彼が夜にだけ放つ色香を漂わせていた。

　誤魔化そうとした体の疼きがたちまち戻ってきてしまう。

　でも……。

「……夕飯冷めちゃうし──ひゃぁっ、あ！」

　そう。ダイニングテーブルには、気合いを入れて作った特別な料理たち。冷蔵庫には、ケーキだってある。このまま愛し合うわけにはいかない。

　そうやって理性を取り戻そうとしているのに、突然、胸に刺激が走った。

　史堂さんが右胸の先端を指の腹で擦っていた。

「千花だってここ……触れてもいないのに、顔を出しているぞ……？」

　ツンと指先で指摘され、カーッと頬が熱くなる。

　ブラジャーのカッティング部分から、敏感な突起が顔を出しレースを押し上げていた。

「本当に、夕食だなんて思ってるのか……？」

　レースごと先端が指で摘まれ、ころころと捏ね回される。

「やぁん……んんぅ、ちょっ、とぉ……」

　頭では〝いけない〟と思うのに、理性がちっとも言うことを聞いてくれなくなる……。

　それどころか、体がもっともっと……と熱を上げ、意図せず史堂さんへ縋るように体を寄せてしまう。

「ほら、むしろ誘っているのは、千花じゃないか……？」

　その様子を見て、気を良くしたようにニヤリとした史堂さんはレースをめくり、熱い唇で先端にむしゃぶりついてきた。

「あぁんっ……！」

　じゅるじゅるとわざとらしく音を立てて、吸い上げられる。舌で擦られ、押しつぶすように甘噛みされると、視界が霞むほど気持ちがいい。

　頭が艶やかな思考に埋め尽くされ、足の間で蜜のこぼれる気配がした。

「……本当に、このままでいいのか……？」

　そして、最終確認とでもいうように片足を抱え上げられると、変色したクロッチがあらわになった。

　ひくりと潤んだ蜜口がレースの下で戦慄く。

　薄い唇に弧を描きながら、色濃くなったクロッチのカットに触れられた。隙間に指を差し入れられると、くちゃりと粘着質な音が耳に届く。

「あぁ……」

　極めて浅く忍び込み、上下になぞるように撫でられる。くちゃくちゃと音を立てながら、男らしい指が、ソコを弄ぶのが目下で見えてしまう。

「しどぅ……さん……」

　こんなのもう、耐えらるわけがないよ……。

　──ぷつりと、頭の中で理性の糸が途切れる音がした。

「今日は、俺を祝ってくれるんだろう？　夕食前に俺の上で乱れる千花は、見せてくれないのか……？」

　シャツを脱ぎ、カチャカチャとベルトの外れる音がして、呼吸が甘く震える。

　──その聞き方はずるい。ご飯を食べてから、ゆっくり……と思っていただけで、私だって……。

「……そんなわけ、ないです。史堂さんのことをいっぱい愛したい……」

　陥落した私を見て、史堂さんが破顔する。

　それを合図に、ふたりの指先が這い出し、お互いを求めた。

「千花……」

　見つめ合う瞳に浮かぶのは、危険な野獣のような熱情。

　でも私は、ハンカチを拾ったあの日から知っている。彼から与えられる全てが、誰よりも優しいということを……。

　──長い夜は、まだはじまったばかりだ。








　──ＥＮＤ









あとがき








　濃蜜ラブルージュ様では、初めまして、みなつき菫すみれです。

　このたびは、本作を読んでくださり、本当にありがとうございます。

　デビューして、初の書下ろし作品ともあり、とても緊張しています。

　今回は、政略結婚から始まる夫婦のお話を書かせてもらいました。

　これまで紳士ヒーローばかり書いていたのもあり、強面・不器用な史堂はとっても新鮮で、書くのが楽しかったです。甘い雰囲気も作りやすく、気づけばエピローグまで書き終えていました。

　濃蜜ラブルージュ様の刺激的なカラーにお応えできているかな？　と未だ不安もありますが、私なりにエロスを詰め込んで楽しく書かせてもらいました。

　支えて下さった担当様。このような素敵な機会をくださった編集部様。美しいイラストを描いてくださった北きた沢ざわきょう様。本当にありがとうございました！

　そして、日頃より応援してくださる皆様、本作を手に取ってくださった皆様。

　心よりお礼を申し上げます。また、どこかでお会いできますように。






みなつき菫
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濃蜜ラブルージュ

政せい略りゃく結けっ婚こんの新にい妻づまですが、クールな御おん曹ぞう司しに溺おぼれるほど愛あいし尽つくされています
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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